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歴史資料館では、昭和 年 の開館以来、資料

の収集に努めて参りました。市役所内の各部署とも連

携をはかり、本市における歴史資料保存施設としての

役割も果たしています。

今回は、戦後 年を機に、宇治市平和都市推進協議

会から寄託されている戦争遺品の史料紹介と、これら

を活用した展覧会について報告するとともに、館蔵の

戦争関係資料についてまとめました。
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■１ 戦争関係資料の概要

■■資資料料収収集集のの経経過過

戦争関係資料については、すでに平成 年（ ）に刊行した『収蔵資料調査報

告書 戦争関係資料』（以下『報告書 』）、平成 年 『収蔵資料調査報

告書 戦争関係資料 』（以下『報告書 』）において紹介した。本書では、そ

れ以降の収集資料と調査成果を報告する。

『報告書 』で述べたように、戦後 年･ 年･ 年の節目ごとに、宇治市平和都

市推進協議会の主催により、当館を会場に戦争関係資料を展示した。『報告書 』

では、平成 年 に戦後 年を迎えるにあたり、前年の平成 年（ ）に

プレ企画として「戦争遺品展－こどもたちが見たもの－」を開催し、また翌 年

に「戦争遺品展－戦後 年－」を開催した。平成 年 からは毎年、

夏休み期間中に宇治市平和都市推進協議会、宇治市歴史資料館が主催で「戦争遺品

展」を開催することとなった。これまでの「戦争遺品展」開催一覧及び平成 年以

降の「戦争遺品展」の概要は下記のとおりである。

■■「「戦戦争争遺遺品品展展」」開開催催一一覧覧

年度 展覧会名 期間 日数

①
平成 年

企画展 戦争・被爆遺品展
平成 年

月 日～ 月 日

②
平成 年

企画展 戦争遺品展

－ 世紀の過ちを繰り返さな

いために－

平成 年

月 日～ 月 日

③
平成 年 企画展

戦後 年 戦時下の暮らし展

平成 年

月 日～ 月 日

④
平成 年

企画コーナー

戦争遺品展

－こどもたちが見たもの－

平成 年

月 日～ 月 日

⑤
平成 年 企画展 戦争遺品展

－戦後 年－

平成 年

月 日～ 月 日

⑥
平成 年 企画コーナー

国民学校の一日

平成 年

月 日～ 月 日

⑦
平成 年

企画コーナー

戦争遺品展

－戦時下のくらし－

平成 年

月 日～ 月 日

⑧
平成 年

企画コーナー

戦争遺品展

－戦時下のくらし－

平成 年

月 日～ 月 日

⑨
令和元年

企画コーナー

戦争遺品展

－戦時下のくらし－

令和元年

月 日～ 月 日

⑩
令和 年

企画展

戦争遺品展 戦後 年

－新聞･雑誌に見る

戦中･戦後－

令和 年

月 日～ 月 日

⑪
令和 年 企画展

戦争遺品展 戦時下のくらし

令和 年

月 日～ 月 日

⑫
令和 年 企画展

戦争遺品展 戦時下のくらし

令和 年

月 日～ 月 日

⑬
令和 年 企画展

戦争遺品展 戦時中のくらし

令和 年

月 日～ 月 日

■■平平成成 年年 度度以以降降のの展展示示ににつついいてて

⑥⑥ 企企画画ココーーナナーー 国国民民学学校校のの一一日日

❚ 会期：平成 年 月 日 土 ～ 月 日 日

❚ 会場：歴史資料館 収蔵展示室

❚ 開催日数： 日

❚ 展示点数： 点 資料 点 パネル等 点

※企画展「夏のおもひで。－暮らしの道具とおぐら池－」（展示室）と併催。

昭和 年 、小学校は国民学校という名称に変わり、こどもたちは少国

民と呼ばれた。戦争がこどもたちの学校生活にどのような影響を与えたか、登校

から下校までの一日の流れを、登校／授業／昼食／学徒動員（勤労奉仕）／下校

／空襲／学校行事／兵隊と学校（兵隊送り・英霊迎え・慰問・遊び）など、コー

ナーに分けて紹介。宇治市平和都市推進協議会所蔵の資料を中心に、立命館大学

国際平和ミュージアム及び京都文教大学より、国民学校関連の資料を借用し展示

した。
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「国民学校の一日」展示風景

⑦⑦ 企企画画ココーーナナーー 戦戦争争遺遺品品展展－－戦戦時時下下ののくくららしし－－

❚ 会期：平成 年 月 日 土 ～ 月 日 日

❚ 会場：歴史資料館 収蔵展示室

❚ 開催日数： 日

❚ 展示点数： 点 資料 点 パネル等 点

※企画展「空から見た巨椋池」（展示室）と併催。

宇治市平和都市推進協議会が新たに収集した戦時中のこども向け学習雑誌や、

京都文教大学が所蔵する国定教科書をまじえて戦時下の暮らしを紹介した。

「戦争遺品展－戦時下のくらし－」展示風景

⑧⑧ 企企画画ココーーナナーー 戦戦争争遺遺品品展展－－戦戦時時下下ののくくららしし－－

❚ 会期：平成 年 月 日 土 ～ 月 日 日

❚ 会場：歴史資料館 収蔵展示室

❚ 開催日数： 日

❚ 展示点数： 点

※企画展「宇治電･天ヶ瀬･巨椋池－宇治川の土木遺産－」（展示室）と併催。

宇治市平和都市推進協議会に寄贈された戦争遺品及び本館蔵の資料により、戦

時下の暮らしを振り返り紹介した。 本年は、同協議会が新たに収集した戦時中の

婦人雑誌や、京都文教大学が所蔵する国定教科書をまじえて紹介した。

「戦争遺品展－戦時下のくらし－」展示風景

⑨⑨ 企企画画ココーーナナーー 戦戦争争遺遺品品展展－－戦戦時時下下ののくくららしし－－

❚ 会期：令和元年 月 日 土 ～ 月 日 日

❚ 会場：歴史資料館 収蔵展示室

❚ 開催日数： 日

❚ 展示点数： 点

※企画展「昭和 年災害と天ヶ瀬ダム－巨椋池再現 今伝えたい記憶と記録－」

（展示室）と併催。 

宇治市平和都市推進協議会所蔵の戦争遺品及び新たに収集した資料、宇治市歴

史資料館所蔵資料、京都文教大学所蔵資料により、戦時下の暮らしを振り返った。

「戦争遺品展－戦時下のくらし－」展示風景
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⑩⑩ 企企画画展展 戦戦争争遺遺品品展展 戦戦後後 年年 －－新新聞聞・・雑雑誌誌にに見見るる戦戦中中･･戦戦後後－－

❚ 会期：令和 年 月 日 土 ～ 月 日 日

❚ 会場：歴史資料館 展示室・収蔵展示室

❚ 開催日数： 日

❚ 展示点数： 点 資料 点、パネル 点、映像 点

宇治市平和都市推進協議会に寄贈された戦争遺品及び当館所蔵の資料、京都文

教大学所蔵資料により、戦中の人びとがどのような生活を送り、それが戦後にか

けてどう変化していったのかを振り返った。併せて新たに収集した戦時中の紙芝

居や少年・少女雑誌などを紹介した。

「戦争遺品展 戦後 年－新聞･雑誌に見る戦中･戦後－」展示風景

⑪⑪ 企企画画展展 戦戦争争遺遺品品展展 戦戦時時下下ののくくららしし

❚ 会期：令和 年 月 日 土 ～ 月 日 日

【 月 日～ 月 日 新型コロナウイルス感染症対策のため臨時休館】

❚ 会場：歴史資料館 収蔵展示室

❚ 開催日数： 日

❚ 展示点数： 点 資料 点、パネル 点、映像 点

戦後 年が過ぎ、戦争を体験した人たちが少なくなり、当時の記憶を語り継ぐ

ことが難しくなってきている。しかし、当時の資料を見ると、戦時下の人びとの

暮らしや教育、娯楽のありようなど、様々なことを読み取ることができる。

宇治市平和都市推進協議会に寄贈された戦争遺品及び当館所蔵の資料により、

戦時下の暮らしを紹介した。

「戦争遺品展 戦時下のくらし」展示風景

⑫⑫ 企企画画展展 戦戦争争遺遺品品展展 戦戦時時下下ののくくららしし

❚ 会期：令和 年 月 日 土 ～ 月 日 日  
❚ 会場：歴史資料館 収蔵展示室

❚ 開催日数： 日

❚ 展示点数： 点 資料 点 パネル 点

宇治市平和都市推進協議会に寄贈された戦争遺品及び当館所蔵の資料により、

戦時下の人びとがどのような生活を送っていたのか、新たに収集した雑誌やポス

ターなどとともに紹介した。

「戦争遺品展 戦時下のくらし」展示風景

⑬⑬ 企企画画展展 戦戦争争遺遺品品展展 戦戦時時中中ののくくららしし

❚ 会期：令和 年 月 日 土 ～ 月 日 日

❚ 会場：歴史資料館 収蔵展示室

❚ 開催日数： 日

❚ 展示点数： 点 資料 点、パネル 点、映像 点

宇治市平和都市推進協議会に寄贈された戦争遺品や、京都文教大学及び当館所

蔵の資料、新たに収集した雑誌やポスターなどから戦時中の暮らしを紹介した。
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また、モニター展示として、戦争体験者の当時の記憶や証言を映像化した「宇

治市戦争体験アーカイブ」を第 回から第 回まで上映した。

「戦争遺品展 戦時中のくらし」展示風景

※※宇宇治治市市戦戦争争体体験験アアーーカカイイブブととはは

宇治市平和都市推進協議会では、戦争体験者の当時の記憶･証言を映像化する「戦

争体験アーカイブ」事業を平成 年 から取り組んでいる。映像は年度毎に

巻ずつ制作しており、現在までに７巻の制作を行った。

第 回 長谷部松子さん「忘れられないあの光景」約 分

第 回 中村健二さん「シベリアでの体験」約 分

第 回 岸本清三さん「ある少年の戦中･戦後」約 分

第 回 山崎彰さん「語り継ぐ空襲の記憶」約 分

第 回 山本明子さん「アコの戦争」約 分

第 回 吉田寿男さん「記憶に残るあの日の情景」約 分

第 回 湯川一子さん「異国の地に生活と家族の絆」約 分

■■宇宇治治市市平平和和都都市市推推進進協協議議会会のの資資料料ににつついいてて

宇治市平和都市推進協議会とは、昭和 年（ ）に設立された団体で、現在は

宇治市長を会長とする 団体で構成される。事務局は宇治市役所総務部総務課にお

かれる。戦後 年を機に展覧会を企画するとともに、広く市民に呼びかけて戦争遺

品を収集してきた。

その際収集された資料は展覧会終了後、原則所蔵者に返却したが、希望者につい

ては、宇治市平和都市推進協議会に寄贈いただいた。当該資料は、一括して当館に

寄託されており、その数は 点にのぼる。

■２ 資料目録 宇治市平和都市推進協議会寄託資料
■■宇宇治治市市平平和和都都市市推推進進協協議議会会蔵蔵 戦戦争争関関係係資資料料 収収蔵蔵番番号号：： －－

〇 番号は、収集年－資料寄贈者番号－個別番号または収集年－個別番号をしめす。

〇 収集年の ･ ･ は、それぞれ戦後 年･ 年･ 年に収集したことをしめ

す。 ･ ･ ･ ･ ･ ･ は、平成 ･ ･ 年･令和元・ ・ ・ 年に収集したこ

とをしめす。

〇 資料寄贈者の番号が連続していないのは、この目録が、展覧会などで提供を受

けた資料のうち宇治市平和都市推進協議会が寄贈を受け、宇治市歴史資料館に寄託

した資料のみを対象とするためである。

番号 資料名 点数 備考

腹帯 （「力」の文字 記入＝千人力）

支那事変従軍記章

勲八等勲章

『特務兵勤務ノ参考』 昭和 年 月 日第 版

『青少年訓練教材』 大正 年 月 日第 版

軍隊手帳

勅論写 軍人勅諭 明治 年 月 日

奉公袋 ～ の袋カ

日の丸寄せ書き 額入り

革袋 宇治信用組合焼印入り

革製図嚢

水筒

飯盒

編上靴

革製ベルト

防暑帽

英軍鉄帽

日本軍鉄帽

入営のぼり

携帯天幕

雑嚢

背嚢

軍服上着

軍服オーバー

防毒マスク 袋入り・吸収缶付

軍帽

ビニール製奉公袋 複製
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手榴弾を改造した灰皿

ビルマ製葉巻つき飾り 土産品カ

軍事郵便はがき

はがき

手紙・通信文

軍事郵便封書

給料袋 日本発送電 株

入隊証明願 中支那派遣祭第七三六三

部隊 昭和 年 月 日

「青春時代の昭和初期 日本軍国主義悲劇の想出」 手記 コピー

戦歿英霊五十回忌・物故戦友追善法要 式次第

防毒マスク ケース入り

灯火管制用電球

サッカリン

戦時中の石鹸

軍事郵便はがき

人事関係書類 旧独歩三六六大隊

旧独歩三六六大隊関係名簿

軍事郵便はがき 慰問作文礼状

皇軍慰問学童絵はがき 未使用

奉公袋

『戦陣訓』 昭和 年 月 日発行

『戦陣訓』 昭和 年 月 日表紙

『歩兵操典』 昭和 年 月 日発行

『作戦要務令』 昭和 年 月 日発行

『衛生法及救急法』 昭和 年 月 日発行

『体操教範』 昭和 年 月 日発行

『勅語勅論集』 昭和 年 月 日増補第 版

『陸軍刑法・陸軍懲罰令』

『昭和六・七年満州事変 関東軍記念写真帖』

銃剣

軍事郵便はがき ファイル入り 枚

大阪朝日新聞号外「武漢陥落す」 昭和 年 月 日

切手広報ビラ「切手一枚 輝く航空」 逓信省他

簡易保険勧誘ビラ「護れよ祖国 備へよ保険」

戦時郵便貯金切手 第 回 昭和 年 月発行

特別措置貯金証書 昭和 年 月 日交付

衣料切符 昭和 年 月 日 商工省

貯金箱「報国貯金」 木製

将校用革カバン

『教練教科書』 昭和 年 月 日第 版

『学校教練必携』 昭和 年 月 日第 版

『中等修身１』 昭和 年 月 日発行

愛国寄付金付き郵便はがき

軍事郵便 平成 年追加分

慰問袋 平成 年追加分

貯金箱「事変記念興亜奉公百億貯金」 平成 年追加分 金属製

皇室写真「御馬上の御英姿」 大阪毎日新聞付録 平成 年追加分

皇室写真「千代田の春」 大阪毎日新聞付録 平成 年追加分

皇室写真「皇太子殿下」 大阪毎日新聞付録 平成 年追加分

陸軍将校軍服上着

陸軍将校軍服オーバー フード付）

海軍将校軍服上下

双眼鏡 ケース入り

名誉国旗 箱入り 大日本国防婦人会京都地方本部

日の丸扇子 裏「忠勇 陸軍大臣畑俊六」 陸軍恤兵部

勲章

臨時召集令状 昭和 年 月 日

京都連隊区司令部

洛南タイムス 洛タイ趣味の会版 第 号 開戦時の新聞を模造 昭和

年 月発行 「帝国・英

米に宣戦を布告」

勲功章箱 大阪市萩之茶屋町会連合会銃後奉

公部

応召のぼり

日の丸寄せ書き

朝日新聞「郷土勇士に輝く恩賞」 戦没者名簿掲載 昭和 年 月 日

たすき「帝国在郷軍人会精華分会」

日記 昭和 年 月～ 年 月迄

靖国神社合祀通知・記念神杯・合祀神璽 昭和 年 月

大阪貿易学校 卒業証書 昭和 年 月 日

真珠湾軍神写真

軍隊手牒

第一補充兵証書 昭和 年 月 日

京都連隊区司令官
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大阪貿易学校 卒業証書 昭和 年 月 日

真珠湾軍神写真

軍隊手牒

第一補充兵証書 昭和 年 月 日

京都連隊区司令官
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現認証明書 受傷 昭和 年 月 日

第 師団工兵第 連隊第 中隊

東京第二造兵廠宇治製造所構内建物配置図

地下線配置図

二千分の一 昭和 青やき

集合写真 宇治火薬製造所職員等

ガラス皿「帝国陸海軍凱旋記念」

工員手帳 昭和 年 月 日

陸軍造兵廠火工廠

帰還記念盃「支那事変参加記念」 第 師団 漆器

ゲートル

奉公袋

御錫たばこ 空き箱

日の丸寄せ書き

応召のぼり

弁当袋

陸軍兵服 一般 上着

少年飛行兵兵服上・下

体操服 ズボン

援護通帳 京都府

特殊携帯口糧 包装紙 昭和 年 大阪糧秣廠

水筒

ゲートル

雑袋

朝日新聞 沖縄戦時 昭和 年 月 日、 月

日、 月 日

民間用鉄かぶと

灯火管制用電球

奨金付福券 昭和 年 月、昭和

年 月 日本勧業銀行

会員章

出征祝のぼり

日の丸寄せ書き

「猟用無煙火薬」 空缶 陸軍造兵廠火工厰 宇治

火薬製造所製

水筒

飯盒

日の丸

食器 星印入り

入隊案内 昭和 年 月 日 船

舶特別幹部候補生隊

特別幹部候補生志願者心得 昭和 年採用

衣料切符 乙 商工省 昭和 年 月 日

衣料切符 半券のみ）

衣料品の品名と点数 大丸 京都四条

『ガソリン機関取扱説明書』

『 取扱説明書 船舶兵特別幹部候補

生隊』

『木製大発動艇用トヨダガソリン機関取扱法』 昭和 年 月

『海上衝突予防法』 昭和 年 月

『舟艇操縦ノ参考』 昭和 年 月

『羅針盤航行参考書』 昭和 年 月

『軍人勅論 付戦陣訓』 昭和 年 月 日

『戦陣訓』 昭和 年 月 日

『戦陣訓』 昭和 年 月 日陸軍省検閲済

『衛戍令・衛戍勤務令』 昭和 年 月 日

『歩兵操典』 昭和 年 月 日

『作戦要務令』 昭和 年 月 日陸軍省検閲済

『作戦要務令 第二部』 昭和 年 月 日

『軍隊教育令 第一部』 昭和 年 月 日陸軍省検閲済

『諸兵射撃教範 第四部』 昭和 年 月 日

『教練号令命令図例及主要著眼点』 昭和 年 月 日

『機甲車両整備教範 総則及第一部』 昭和 年 月 日

『九四式軽装甲車説明書』 昭和 年 月 日

『瓦斯防護教範』 昭和 年 月 日

『剣術教範』 昭和 年 月 日

『馬術教範』 昭和 年 月 日第三版

『渡河作業教範 第一部』 昭和 年 月 日

『学校教練教科書 後篇 術科之部）』 昭和 年 月 日再版

『工兵操典 第一部縮製』 昭和 年 月 日

『游泳教育ノ参考』 昭和 年 月 日

『詔勅集』

『青年学校教練科教科書 全』 昭和 年 月 日

『ガソリン機関取扱説明書』 船舶兵特別幹部候補生隊

『気象学ノ参考』 昭和 年 月船舶兵特別

幹部候補生隊

『新選公民教科書 上巻』 昭和 年 月 日再版 三省堂
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『新制公民科教科書 下巻』 昭和 年 月 日第四

版 中等学校教科書株式会社

『 ２』 昭和 年 月 日

英語通信社

『木製大発動艇用トヨダガソリン機関取扱法』 昭和 年 月 船舶兵特

別幹部候補生隊複写

『 雨路 七月号』 昭和 年 月 日

『芽生 １１月号 』 昭和 年 月 日

修業証明書 昭和 年 月 日 船舶

特別幹部候補生隊長

餞別のし袋 東宇治町銃後奉公会

町籍簿削除証明書 昭和 年 月 日 東宇治町

身元証明書 昭和 年 月 日 東宇治町

特別幹部候補生 船舶 採用者入隊に関する指示 昭和 年 月 日

通知書 陸軍特別幹部候補生採用 昭和 年 月 日 京都師団長

身体検査・口頭試問ノ為出頭の件通達 京都連隊区司令部

簡閲点呼済証 昭和 年 月 日 京都

師管京都連隊区第 区簡

閲点呼執行官

ゲートル

手旗

雑袋

外套

かすがい 大－ 、中－ 、小－

昭和 年末、米軍が爆破

処分した木幡南山にあった

火薬原料貯蔵穴の松材を

とめていた。

新案 海戦ゲーム・海の決戦 大東亜戦争記念 豊印社発売

フオツカー ｽｰﾊﾟｰﾕﾆｳﾞｱｰｻﾙ 模型原寸製作図最新型 国航

日本模型円胴戦闘機図 現寸 昭和 年 月 日

日本模型航空機研究会

国民学校初等科第四学年程度向 航機式軽

四型模型飛行機

京都航機製作所

日の丸寄せ書き

風呂敷「帰還記念」 第 師団

金銭判取帳 昭和 年

ハガキ

赤ちゃん用防空頭巾

防火弾 ガラス製、紙箱入り）

昭和 年度第 学期通知表 昭和 年 年生 室町国民学校

慰問袋 フクちゃん柄入

灯火管制用電球

徴集延期証書 昭和 年～ 年 京都連隊区徴兵署

支那事変国債 封筒のみ 郵便局

ジュラルミン鍋 軍用機製造材料を戦後転用

旧紙幣（五円）

旧紙幣（十銭）

旧紙幣（五銭

旧硬貨 円× 、 銭× 、 銭×

昭和１８年当事の給与令 コピー

千人針

奉公袋

日の丸寄せ書き

軍隊手帳（袋付）

従軍記章・勲章・階級章 セット、額入り

勲章佩用心得

日の丸寄せ書き

奉公袋

軍隊手帳 大正 年 飛行第 連隊

勝兜盃 樹脂製カ

支那事変従軍記章

精勤賞

勲八等白桐葉章

はがき 軍事郵便等

ハチマキ

写真 大正 年卒同窓会等

某石碑拓本

戦友録 大正 年兵 八日市飛行第 連隊

履歴書

出征餞別貴名控 昭和 年 月 日出征

入用控 大正 年

辞令 昭和 年～ 年 京都名

所遊覧乗合自動車 株

表彰状 昭和 年 月 日 京都市電気局長

支那事変行賞賜金国庫債券 昭和 年

戦時貯蓄債券 昭和 年 月 日本勧業銀行

-　- -　-13 14



『新制公民科教科書 下巻』 昭和 年 月 日第四

版 中等学校教科書株式会社

『 ２』 昭和 年 月 日

英語通信社

『木製大発動艇用トヨダガソリン機関取扱法』 昭和 年 月 船舶兵特

別幹部候補生隊複写

『 雨路 七月号』 昭和 年 月 日

『芽生 １１月号 』 昭和 年 月 日

修業証明書 昭和 年 月 日 船舶

特別幹部候補生隊長

餞別のし袋 東宇治町銃後奉公会

町籍簿削除証明書 昭和 年 月 日 東宇治町

身元証明書 昭和 年 月 日 東宇治町

特別幹部候補生 船舶 採用者入隊に関する指示 昭和 年 月 日

通知書 陸軍特別幹部候補生採用 昭和 年 月 日 京都師団長

身体検査・口頭試問ノ為出頭の件通達 京都連隊区司令部

簡閲点呼済証 昭和 年 月 日 京都

師管京都連隊区第 区簡

閲点呼執行官

ゲートル

手旗

雑袋

外套

かすがい 大－ 、中－ 、小－

昭和 年末、米軍が爆破

処分した木幡南山にあった

火薬原料貯蔵穴の松材を

とめていた。

新案 海戦ゲーム・海の決戦 大東亜戦争記念 豊印社発売

フオツカー ｽｰﾊﾟｰﾕﾆｳﾞｱｰｻﾙ 模型原寸製作図最新型 国航

日本模型円胴戦闘機図 現寸 昭和 年 月 日

日本模型航空機研究会

国民学校初等科第四学年程度向 航機式軽

四型模型飛行機

京都航機製作所

日の丸寄せ書き

風呂敷「帰還記念」 第 師団

金銭判取帳 昭和 年

ハガキ

赤ちゃん用防空頭巾

防火弾 ガラス製、紙箱入り）

昭和 年度第 学期通知表 昭和 年 年生 室町国民学校

慰問袋 フクちゃん柄入

灯火管制用電球

徴集延期証書 昭和 年～ 年 京都連隊区徴兵署

支那事変国債 封筒のみ 郵便局

ジュラルミン鍋 軍用機製造材料を戦後転用

旧紙幣（五円）

旧紙幣（十銭）

旧紙幣（五銭

旧硬貨 円× 、 銭× 、 銭×

昭和１８年当事の給与令 コピー

千人針

奉公袋

日の丸寄せ書き

軍隊手帳（袋付）

従軍記章・勲章・階級章 セット、額入り

勲章佩用心得

日の丸寄せ書き

奉公袋

軍隊手帳 大正 年 飛行第 連隊

勝兜盃 樹脂製カ

支那事変従軍記章

精勤賞

勲八等白桐葉章

はがき 軍事郵便等

ハチマキ

写真 大正 年卒同窓会等

某石碑拓本

戦友録 大正 年兵 八日市飛行第 連隊

履歴書

出征餞別貴名控 昭和 年 月 日出征
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支那事変賜金国庫債券受領に就いての注意

新聞記事切り抜き「輝く後方部隊」

軍隊手帳送付通牒 昭和 年 月 日

輜重兵第 連隊補充隊

腕章 東北保安司令長官部日僑

俘管理処鞍山市日僑俘管

理所 中華民国 年 月 日

胸章 鞍山市日本居留民証 鞍山市日本居留民会霊山区支部

退去証明書 裏に「昭和 年 月 日佐世

保上陸 佐世保引揚援護局」印有り

鞍山市日僑善後連絡処

中華民国 年 月 日

満鉄社員

切手 銭

予防注射種痘完訖証 中華民国 年 月 日

鞍山市日僑俘管理処

佐世保検疫所長「証明書」を付す

ゲートル

軍杯 凱旋記念、除隊記念他

徳利・軍杯セット 箱入り 退役記念 歩十

『主婦之友 必勝の防空生活号』 昭和 年 月号

『写真週報 第 号』 昭和 年 月 日

『画報躍進之日本 広東漢口陥落記念号』 昭和 年 月 日

第 巻第 号

『週刊朝日・アサヒグラフ臨時増刊 支那事変

画報』

昭和 年 月 日

第 報

羽子板

『支那事変大画報 小学一年生』 昭和 年 月号付録

『小学一年生』昭和 年 月号 昭和 年 月

「ヨイコドモ グヮンバレ双六国民一年生」

昭和 年 月号付録

昭和 年 月

『小学二年生』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『小学二年生』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『小学二年生』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『小学二年生』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『小学二年生』 昭和 年第二学期開始号 昭和 年 月

『絵物語我等ノ陸海軍 小学二年生』

昭和 年 月号付録

昭和 年 月

『良い子の友』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『良い子の友』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『良い子の友』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『国民三年生』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『少国民の友』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『少国民の友』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『少国民の友』 昭和 年新年号 昭和 年 月

『少国民の友』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『少国民の友』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『婦人画報』 スタイルブック夏の号 昭和 年 月

『婦人画報』 第 巻第 号第 号 昭和 年 月

『婦人画報』 第 巻第 号第 号 昭和 年 月

『婦人画報』 第 巻第 号第 号 昭和 年 月

『婦人画報』 戦時下盛夏の服装 昭和 年 月

『婦人画報』 第 巻第 号第 号 昭和 年 月

『婦人画報』 第 巻第 号第 号 昭和 年 月

『婦人画報』 第 巻第 号第 号 昭和 年 月

『婦人画報』 スタイルブック夏の号 昭和 年 月

『婦人画報』 第 巻第 号第 号 昭和 年 月
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支那事変賜金国庫債券受領に就いての注意

新聞記事切り抜き「輝く後方部隊」

軍隊手帳送付通牒 昭和 年 月 日

輜重兵第 連隊補充隊

腕章 東北保安司令長官部日僑

俘管理処鞍山市日僑俘管

理所 中華民国 年 月 日

胸章 鞍山市日本居留民証 鞍山市日本居留民会霊山区支部

退去証明書 裏に「昭和 年 月 日佐世

保上陸 佐世保引揚援護局」印有り

鞍山市日僑善後連絡処

中華民国 年 月 日

満鉄社員

切手 銭

予防注射種痘完訖証 中華民国 年 月 日

鞍山市日僑俘管理処

佐世保検疫所長「証明書」を付す

ゲートル

軍杯 凱旋記念、除隊記念他

徳利・軍杯セット 箱入り 退役記念 歩十

『主婦之友 必勝の防空生活号』 昭和 年 月号

『写真週報 第 号』 昭和 年 月 日

『画報躍進之日本 広東漢口陥落記念号』 昭和 年 月 日

第 巻第 号

『週刊朝日・アサヒグラフ臨時増刊 支那事変

画報』

昭和 年 月 日

第 報

羽子板

『支那事変大画報 小学一年生』 昭和 年 月号付録

『小学一年生』昭和 年 月号 昭和 年 月

「ヨイコドモ グヮンバレ双六国民一年生」

昭和 年 月号付録

昭和 年 月

『小学二年生』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『小学二年生』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『小学二年生』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『小学二年生』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『小学二年生』 昭和 年第二学期開始号 昭和 年 月

『絵物語我等ノ陸海軍 小学二年生』

昭和 年 月号付録

昭和 年 月

『良い子の友』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『良い子の友』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『良い子の友』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『国民三年生』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『少国民の友』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『少国民の友』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『少国民の友』 昭和 年新年号 昭和 年 月

『少国民の友』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『少国民の友』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 昭和 年 月

『婦人画報』 スタイルブック夏の号 昭和 年 月

『婦人画報』 第 巻第 号第 号 昭和 年 月

『婦人画報』 第 巻第 号第 号 昭和 年 月

『婦人画報』 第 巻第 号第 号 昭和 年 月

『婦人画報』 戦時下盛夏の服装 昭和 年 月

『婦人画報』 第 巻第 号第 号 昭和 年 月

『婦人画報』 第 巻第 号第 号 昭和 年 月

『婦人画報』 第 巻第 号第 号 昭和 年 月

『婦人画報』 スタイルブック夏の号 昭和 年 月

『婦人画報』 第 巻第 号第 号 昭和 年 月

-　- -　-15 16



『少年倶楽部』 第 巻 号 昭和 年 月

『少年倶楽部』 第 巻 号 昭和 年 月

『少女の友』 夏休み特別増刊号 昭和 年 月

『少女の友』 昭和 年 月号付録 手芸の

本 私の部屋のために 装画：中原淳一

昭和 年 月

『少女の友』 昭和 年 月号付録

暁の聖歌 装画：中原淳一

昭和 年 月

『少女の友』 昭和 年 月号付録 スタイル

ブック 装画：中原淳一

昭和 年 月

『少女の友』 昭和 年 月号 表紙：中原淳一 昭和 年 月

『少女の友』 昭和 年 月号

表紙：宮本三郎 （蒙古を観る・他）

昭和 年 月

『少女の友』 昭和 年 月号 表紙：宮本三郎 昭和 年 月

『少女の友』 昭和 年 月号付録

隣組かるた まつもとかつぢ絵

昭和 年 月

『少女の友』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『少女の友』 昭和 年新年号 昭和 年 月

紙芝居『妻は戦ふ』 昭和 年 月 日

紙芝居『妻』 昭和 年 月 日

『少年倶楽部』 第 巻第 号 昭和 年 月 日

『少年倶楽部』 第 巻第 号 ・ 月合併号 昭和 年 月 日

『少年倶楽部』 第 巻第 号 昭和 年 月 日

『少年倶楽部』 第 巻第 号 ・ 月合併号 昭和 年 月 日

『少女の友』付録 クリスマスカード 昭和 年 月

『少女の友』付録 ファッションブック 昭和 年 月

『少女の友』付録 冬の便り 昭和 年 月

『少女の友』付録 皇軍慰問 お人形帖 昭和 年 月

『少女の友』 第 巻第 号 撃ちてし止まむ 昭和 年 月

『少女倶楽部』 第 巻 号 長谷川町子

「仲よし手帳」他

昭和 年 月

『少女倶楽部』 第 巻 号 中里恒子「お

見舞い」他

昭和 年 月

『少女倶楽部』 第 巻 号みんなしっかり働かう 昭和 年 月

銃後援強化週間 標語絵葉書 昭和 年

『写真週報』 号 土地改良で食糧増産だ 昭和 年 月 日

紙芝居『村の飛行兵』 昭和 年 月

『婦人倶楽部』 第 巻 号 昭和 年

『日本婦人』 婦人と常会座談会 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 決戦国民生活号 昭和 年 月

『コクミン二年生』付録 へいたいさん双六

濱脇克巳画

昭和 年

『タノシクアソベ少国民』 昭和 年

『国民学校タノシイ一年生（ダイ二ガクキ）』 昭和 年

『国民学校タノシイ一年生（ダイ三ガクキ）』 昭和 年

『内務省推薦 防空絵とき』 昭和 年

放送協会「挙つて国防揃つてラヂオ」絵はがき 戦前

戦前ラジオ受信機チラシ 昭和 年

国民保健体操・ラジオ体操 初等部体操 ～ 冊 昭和 ～ 年

大日本國民体操 ラヂオ体操第一第二 二枚一括絵はがき 昭和 年

「包装よして風呂敷活かしなせう」 ポスター 不明

「旗は日の丸値は丸公」 ポスター 不明

『航空少年』少年飛行兵号 昭和 年 月号

『航空少年』（ 巻第 号） 昭和 年 月号

『海軍』 創刊号、 号 冊 昭和 年

『若桜』 ・ 号 青少年の陸軍雑誌 昭和 年

『こども朝日』 第 巻第 号 昭和 年 月 日

『こども朝日』第 巻第 号 昭和 年 月 日

「国民精神総動員 選挙は 月 日 京都府

一票へ大和心の総動員」ポスター

戦前

『京都松竹座週報 』 海軍 山内明 ・海賊旗

吹ッ飛ぶ 高田浩吉

昭和 年 月

『京映週報』 右門捕物帖護る影 嵐寛寿郎 昭和 年 月

ビルマ戦記 皇軍ビルマ進撃戦記映画チラシ 昭和 年 月

文学座第一回京都公演 女の一生 昭和 年 月 日～ 月 日

京都座ニュース ・ ・ ・ 号 京都座・昭

和館共同チラシ「蘇州の夜」「桜の国」他

昭和 年

『コドモアサヒ』 第 巻第 号 昭和 年

『週刊少国民』 第 巻第 号 昭和 年 月 日号

『週刊少国民』 第 巻第 号 昭和 年 月 日号

『幼年科学絵本フネ』 昭和 年 月

『幼年科学絵本ヒカウキ』 昭和 年 月

「公債」ポスター 昭和 年頃

「陸軍精鋭機 高級原色版」 絵はがき 昭和 年頃

生活必需品小売価格表 昭和 年 月 日

『紙芝居実演講座』 昭和 年

『コドモ隣組 翼賛紙芝居物語』 昭和 年
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『少年倶楽部』 第 巻 号 昭和 年 月

『少年倶楽部』 第 巻 号 昭和 年 月

『少女の友』 夏休み特別増刊号 昭和 年 月

『少女の友』 昭和 年 月号付録 手芸の

本 私の部屋のために 装画：中原淳一

昭和 年 月

『少女の友』 昭和 年 月号付録

暁の聖歌 装画：中原淳一

昭和 年 月

『少女の友』 昭和 年 月号付録 スタイル

ブック 装画：中原淳一

昭和 年 月

『少女の友』 昭和 年 月号 表紙：中原淳一 昭和 年 月

『少女の友』 昭和 年 月号

表紙：宮本三郎 （蒙古を観る・他）

昭和 年 月

『少女の友』 昭和 年 月号 表紙：宮本三郎 昭和 年 月

『少女の友』 昭和 年 月号付録

隣組かるた まつもとかつぢ絵

昭和 年 月

『少女の友』 昭和 年 月号 昭和 年 月

『少女の友』 昭和 年新年号 昭和 年 月

紙芝居『妻は戦ふ』 昭和 年 月 日

紙芝居『妻』 昭和 年 月 日

『少年倶楽部』 第 巻第 号 昭和 年 月 日

『少年倶楽部』 第 巻第 号 ・ 月合併号 昭和 年 月 日

『少年倶楽部』 第 巻第 号 昭和 年 月 日

『少年倶楽部』 第 巻第 号 ・ 月合併号 昭和 年 月 日

『少女の友』付録 クリスマスカード 昭和 年 月

『少女の友』付録 ファッションブック 昭和 年 月

『少女の友』付録 冬の便り 昭和 年 月

『少女の友』付録 皇軍慰問 お人形帖 昭和 年 月

『少女の友』 第 巻第 号 撃ちてし止まむ 昭和 年 月

『少女倶楽部』 第 巻 号 長谷川町子

「仲よし手帳」他

昭和 年 月

『少女倶楽部』 第 巻 号 中里恒子「お

見舞い」他

昭和 年 月

『少女倶楽部』 第 巻 号みんなしっかり働かう 昭和 年 月

銃後援強化週間 標語絵葉書 昭和 年

『写真週報』 号 土地改良で食糧増産だ 昭和 年 月 日

紙芝居『村の飛行兵』 昭和 年 月

『婦人倶楽部』 第 巻 号 昭和 年

『日本婦人』 婦人と常会座談会 昭和 年 月

『主婦之友』 第 巻 号 決戦国民生活号 昭和 年 月

『コクミン二年生』付録 へいたいさん双六

濱脇克巳画

昭和 年

『タノシクアソベ少国民』 昭和 年

『国民学校タノシイ一年生（ダイ二ガクキ）』 昭和 年

『国民学校タノシイ一年生（ダイ三ガクキ）』 昭和 年

『内務省推薦 防空絵とき』 昭和 年

放送協会「挙つて国防揃つてラヂオ」絵はがき 戦前

戦前ラジオ受信機チラシ 昭和 年

国民保健体操・ラジオ体操 初等部体操 ～ 冊 昭和 ～ 年

大日本國民体操 ラヂオ体操第一第二 二枚一括絵はがき 昭和 年

「包装よして風呂敷活かしなせう」 ポスター 不明

「旗は日の丸値は丸公」 ポスター 不明

『航空少年』少年飛行兵号 昭和 年 月号

『航空少年』（ 巻第 号） 昭和 年 月号

『海軍』 創刊号、 号 冊 昭和 年

『若桜』 ・ 号 青少年の陸軍雑誌 昭和 年

『こども朝日』 第 巻第 号 昭和 年 月 日

『こども朝日』第 巻第 号 昭和 年 月 日

「国民精神総動員 選挙は 月 日 京都府

一票へ大和心の総動員」ポスター

戦前

『京都松竹座週報 』 海軍 山内明 ・海賊旗

吹ッ飛ぶ 高田浩吉

昭和 年 月

『京映週報』 右門捕物帖護る影 嵐寛寿郎 昭和 年 月

ビルマ戦記 皇軍ビルマ進撃戦記映画チラシ 昭和 年 月

文学座第一回京都公演 女の一生 昭和 年 月 日～ 月 日

京都座ニュース ・ ・ ・ 号 京都座・昭

和館共同チラシ「蘇州の夜」「桜の国」他

昭和 年

『コドモアサヒ』 第 巻第 号 昭和 年

『週刊少国民』 第 巻第 号 昭和 年 月 日号

『週刊少国民』 第 巻第 号 昭和 年 月 日号

『幼年科学絵本フネ』 昭和 年 月

『幼年科学絵本ヒカウキ』 昭和 年 月

「公債」ポスター 昭和 年頃

「陸軍精鋭機 高級原色版」 絵はがき 昭和 年頃

生活必需品小売価格表 昭和 年 月 日

『紙芝居実演講座』 昭和 年

『コドモ隣組 翼賛紙芝居物語』 昭和 年
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■３ 資料目録 館蔵戦争関係資料

■■館館蔵蔵のの戦戦争争関関係係資資料料ににつついいてて

開館以来約 年、様々な資料が当館に収蔵されてきた。総件数は 件となり、その

中には戦争に関わるものも含まれる。本書では『報告書 』、『報告書 』以降に当館が収

集した戦争関係資料を紹介する。資料数は決して多くはないが、これまでの展覧会が契機と

なって収集された資料もあり、展覧会のひとつの成果ともいえよう。

〇 番号は、収蔵番号 －個別番号をしめす。

番号 資料名 点数 備考

（絵はがき）軍事郵便葉書 昭和 年 月 日

（絵はがき）軍事郵便葉書 未使用

（絵はがき）軍事郵便葉書 未使用

『学徒動員五十年－続・精一杯生きていた－』 平成 年

軍事郵便葉書 昭和 ～ 年 ～

軍事郵便葉書

軍事郵便葉書

軍事郵便葉書

軍事郵便葉書

軍事郵便葉書 昭和 年

軍事郵便葉書

軍事郵便葉書

軍事郵便葉書

郵便葉書 昭和 年

郵便葉書 昭和 年

郵便葉書（徴兵保険払込完了御通知） 昭和 年

軍事郵便 昭和 年

軍隊日誌 昭和 年 月 日～ 月 日

第十三次平安郷開拓団記録（コピー）

体験記（コピー）

京都新聞記事（コピー）

『裂かれた大地 京都満州開拓民 記録なき歴史』

『移民たちの「満州」 満蒙開拓団の虚と実』

学童疎開児童見廻品及携帯品 昭和 年

疎開学童保護者向け案内 昭和 年

疎開先地図 昭和 年

集団疎開教育要綱 昭和 年

寮務員服務規程 昭和 年

京都市中立国民学校疎開学童名簿其ノ一 東善寺分 昭和 年

京都市中立国民学校疎開学童名簿其ノ二 佛心寺分 昭和 年

疎開学童集団疎開面会員名簿 昭和 年

米軍機銃弾 昭和 年 ・ 月頃高槻市にて

待賢校徽章 昭和戦後期「御徽章」箱入

『紀念画帖』 答案・演習記録等

写真

叙勲関係 巻・ 通（各箱入り）

勲章・襟章・バッヂ 勲章 点、襟章 対、バッヂ 点

軍隊手帳

古文書 万延 、慶応 、明治 、文書ばさみ共

『アサヒグラフ 号 南京城陥落・支那戦線写真第 報』 昭和 年 月 日 東京朝日新聞社・大阪朝日新聞社

『支那事変画報 第 輯』 昭和 年 月 日 大阪毎日新聞社

『満州事変写真全輯（アサヒグラフ臨時増刊）』 昭和 年 月 日 朝日新聞社

『広島原爆戦災誌付録（一） 原子爆弾被災状況広島市街説明図』 昭和 年 広島市役所

『広島原爆戦災誌付録（二） 焦土広島の全景（写真）』 昭和 年 広島市役所

『被爆して生きて五十年 被爆 周年祈念誌』 平成 年 社団法人京都府原爆被災者の会

原爆の図 昭和 年 原爆の図丸木美術館

『「原爆の図」おかやま展・記録集』 昭和 年 かやま「原爆の図」をみる会

『原爆被爆 周年記念誌』 昭和 年 岡山県原爆被爆者会玉野支部

『広島・長崎被爆体験文集』 平成 年 社団法人京都府原爆被災者の会宇治市部

原爆被災瓦礫 広島市鉄砲町自宅防空壕の構造の一部

写真

鉄兜 古美術品として収集

慰問絵葉書帳

飯盒 昭和 年 代

水筒 木の栓付 紐

『大東亜戦争 海軍作戦写真記録』 昭和 年 月 日 朝日新聞社

布メジャー 大・小 昭和 年 代 革ケース入り

ゲートル 昭和 年 代

銃弾 大× ・小× 昭和 年 代 名刺入れケースの中、蝋石 本有
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■３ 資料目録 館蔵戦争関係資料
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番号 資料名 点数 備考
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原爆の図 昭和 年 原爆の図丸木美術館

『「原爆の図」おかやま展・記録集』 昭和 年 かやま「原爆の図」をみる会

『原爆被爆 周年記念誌』 昭和 年 岡山県原爆被爆者会玉野支部

『広島・長崎被爆体験文集』 平成 年 社団法人京都府原爆被災者の会宇治市部

原爆被災瓦礫 広島市鉄砲町自宅防空壕の構造の一部

写真

鉄兜 古美術品として収集

慰問絵葉書帳

飯盒 昭和 年 代

水筒 木の栓付 紐

『大東亜戦争 海軍作戦写真記録』 昭和 年 月 日 朝日新聞社

布メジャー 大・小 昭和 年 代 革ケース入り

ゲートル 昭和 年 代

銃弾 大× ・小× 昭和 年 代 名刺入れケースの中、蝋石 本有
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御賜 たばこ 昭和 年 代

報国債券・藩札・旧紙幣 江戸～昭和前期

奉公袋・軍隊手帳・襟章等 昭和 ～ 年 ～

軍盃 昭和 年 頃

千人針 昭和 年 頃

絵はがき 工兵第十六連隊 宇治川ニ於ケル全通架橋

千人針 昭和 年 頃

ポスター 種甘藷を貯へよ 昭和 年代後半か 「甘藷は兵器だ糧食だ！来年の増産に備へて」京都府

『支那事変記念写真帳』 昭和 年 広東防備隊 海軍特務少尉

宇治火薬製造所煉瓦

家庭防空 第十六師団編纂 国防思想普及会発行

男物長襦袢 反物 砲弾柄

大日本国防婦人会襷 白

ゲートル 本

「陸軍」罫紙 白紙 陸軍で使用していたもの

宇治尋常高等小学校修業証書 昭和 年 月 日

防空頭巾

軍隊手帖

寄せ書き 昭和 年 出戦旗

アルバム 戦地写真多数

大東亜戦争割引国庫債券 昭和 年 月 日 大日本帝国

戦時貯蓄債権 大日本帝国 金 円 銭、計 枚

戦時貯蓄債権 昭和 年 月、昭和 年 月 金 円、計 枚 大日本帝国

貯蓄債権 昭和 年 月・ 月 金 円、計 枚 日本勧業銀行

軍事郵便

手紙

日清戦争従軍記章

支那事変従軍記章

証管保券証

読売報知 昭和 年 月 日

読売報知 昭和 年 月 日

読売報知 昭和 年 月 日

アルバム断片 枚

軍隊教育漫画 絵葉書 武揚堂 小野寺秋風画 戦前『入営カラ除隊マデ軍隊生活』全 枚

海軍 軍服 上 予科練少年飛行兵

海軍 軍服 下 予科練少年飛行兵

軍服ボタン・襟章腕章ほか

オタマ

『帝国勲章大鑑世界飛行機大画報 少年倶楽部第 巻第１号付録』 昭和 年 月 日

『帝国陸軍兵器大画報・帝国軍艦大画報 少年倶楽部第 巻第 号付録』 昭和 年 月 日

『大東亜共栄圏並びにその付近地図 キング第 巻第１号付録』 昭和 年 月 日

『大東亜共栄圏パノラマ地図 少年倶楽部第 巻第 号付録』 昭和 年 月 日

『乃木大将・東郷元帥・リンカーン 画譜 幼年倶楽部第 巻第 号付録』 昭和 年

戦友懐旧録 昭和 年

甲子二五八四年 所感集栞 第七中隊青木軍曹 大正 年 感想文

戦友名簿 元嵐部隊・元兵方 連隊 第 中隊 昭和 年

宇治村銃後会関係規程 昭和 年 後奉公会

軍人のはがき文 昭和 年 昭和初期

『青年 月号』 昭和 年 日本青年館

『国語教程（見習工員科第三学年用）』 昭和 年 技能者養成所

『歴史 外國史 教程 見習工員科第二・三学年用 』 昭和 年 陸軍兵器廠

『国語教程 養成工員科用 』 昭和 年

『兵器学大意教程』 昭和 年

『陸軍省徴募課編纂 青年学校教練化教科書 年生用 』 昭和 年 財団法人軍人会館出版部

『柔道模範講習録 第四巻』 昭和 年 大日本柔道普及會

『牧野元次郎氏を語る』 昭和 年 學藝社

『青年学校国語読本』 昭和 年 日本青年教育會出版部

『最後の報道班員』 昭和 年 黎明出版社

『作戦要務基本講義』 昭和 年 陸軍省

青年團第五支部役員手帳

『柔道模範講習録 第三巻』 昭和 年 大日本柔道普及會

『開拓地帯』 昭和 年 大陸文藝懇話会

『教授要目準據 鐡道物理』 昭和 年 鐡道教育研究会

『大正講談 欧州大戦』 辰文館

『工作法教程（第 部）技能者養成所見習工員科機械科第 学年用』 昭和 年 陸軍兵器廠

『国史教程（第 部）技能者養成所 養成工員科用』 昭和 年 陸軍兵器廠

『工場要項教程（第 部）技能者養成所 養成工員科用』 昭和 年 陸軍兵器廠

『歴史（国史）教程増補技能者養成所見習工員科・養成工員科用』 昭和 年 出戦旗

『工作法教程技能者養成所養成工員科機械電気関係用』 昭和 年 陸軍兵器廠

『青年学校教科書普通学科 巻二』 昭和 年 社会教育協会
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御賜 たばこ 昭和 年 代

報国債券・藩札・旧紙幣 江戸～昭和前期

奉公袋・軍隊手帳・襟章等 昭和 ～ 年 ～
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『支那事変記念写真帳』 昭和 年 広東防備隊 海軍特務少尉

宇治火薬製造所煉瓦
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読売報知 昭和 年 月 日

読売報知 昭和 年 月 日
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軍隊教育漫画 絵葉書 武揚堂 小野寺秋風画 戦前『入営カラ除隊マデ軍隊生活』全 枚

海軍 軍服 上 予科練少年飛行兵

海軍 軍服 下 予科練少年飛行兵

軍服ボタン・襟章腕章ほか

オタマ

『帝国勲章大鑑世界飛行機大画報 少年倶楽部第 巻第１号付録』 昭和 年 月 日

『帝国陸軍兵器大画報・帝国軍艦大画報 少年倶楽部第 巻第 号付録』 昭和 年 月 日
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『柔道模範講習録 第四巻』 昭和 年 大日本柔道普及會

『牧野元次郎氏を語る』 昭和 年 學藝社

『青年学校国語読本』 昭和 年 日本青年教育會出版部

『最後の報道班員』 昭和 年 黎明出版社

『作戦要務基本講義』 昭和 年 陸軍省

青年團第五支部役員手帳

『柔道模範講習録 第三巻』 昭和 年 大日本柔道普及會

『開拓地帯』 昭和 年 大陸文藝懇話会

『教授要目準據 鐡道物理』 昭和 年 鐡道教育研究会

『大正講談 欧州大戦』 辰文館

『工作法教程（第 部）技能者養成所見習工員科機械科第 学年用』 昭和 年 陸軍兵器廠

『国史教程（第 部）技能者養成所 養成工員科用』 昭和 年 陸軍兵器廠

『工場要項教程（第 部）技能者養成所 養成工員科用』 昭和 年 陸軍兵器廠

『歴史（国史）教程増補技能者養成所見習工員科・養成工員科用』 昭和 年 出戦旗
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『高等小学国語書キ方手本第一学年用』 昭和 年 文部省 東京書籍株式会社

『青年学校教科書 修身及公民科二巻』 昭和 年 社会教育協会

『尋常小学校図画第六学年女子用』 昭和 年 文部省 東京書籍株式会社

『高等小学圖画 第二学年男児用』 昭和 年 文部省 東京書籍株式会社

『国語教程（第 部）技能者養成所見習工員科 第 学専用』 昭和 年 陸軍兵器廠

『陸軍受験模範講座 第三巻』 昭和 年 帝国陸軍受験社

『工作法教程（第 部）』

『歩兵必携』 昭和 年 軍事学研究会

『猛獣征服 密林の凱歌』 昭和 年 グリコ文庫

『陸軍模範兵講義録特輯第五 巻歩兵講義』 昭和 年 日本國防協会出版部

『新制 下士官志願案内 附 最新試験問題集』 昭和 年 帝国軍事教育社

『青年学校教練科教科書 全』 昭和 年 陸軍省兵務課

『九二式重機関銃取扱法』 昭和 年 和田信興 武揚社書店

『九六式重機関銃取扱法』 昭和 年 株式会社一二三館

『青年訓練軍事講話問答』 昭和 年 兵書刊行会

『青年学校 教練科教科書（別冊）』 昭和 年 陸軍省徴募課

『昭和六年四月二十四日陸軍省検閲済 陸軍喇叭譜』 昭和 年 武揚社書店

『陸軍受験模範講座 第一巻』 昭和 年 帝国陸軍受験社

『愛国少年 第四巻 第十一号』 昭和 年

家庭防空 昭和 年 第十六師団編纂

時局防空必携 昭和 年 大日本防空協会

必勝国民貯蓄組合台帳

郵便貯金通帳 昭和 年 京都貯金支局

宝くじ 昭和 年 日本勧業銀行

一般用米穀類購入通帳 昭和 年 農林省

奉公袋

勅諭 大正 年

写真

『戦役画帳 御国之誉』 昭和 年 省文社 箱付き

『支那事変紀念写真帖』 昭和 年 トセ部隊

『学校教練必携 前篇』 昭和 年 陸軍省徴募課編纂

『学校教練必携 後篇』 昭和 年 陸軍省徴募課編纂

帝国在郷軍人会 特別会員徽章 木箱

伏見町婦人会員章 木箱

メダル 帝国議事堂見学記念 木箱

男子 通常会員章 日本海員掖済会 木箱

第三師管国防婦人会役員章 紙箱

海軍志願兵受験合格の栞 昭和 年 帝国文武学会

ポスター 米英撃滅講演ニュース映画会

飛泉（真下飛泉年譜） 大江町教育委員会

『少国民の常識 大東亜戦争教室』 昭和 年 受験研究社増進堂

パンフレット 大東亜建設博覧会 大阪朝日新聞社

チラシ 国民精神作興体育大会 関西大会 大日本体育協会 日本厚生協会

『サンデー毎日 撃て！実弾の祝砲を 大東亜戦下に迎へる陸軍記念日』 大阪毎日新聞

健康週間実践事項届出用紙 熊本県

パンフレット 国民総動員下の信託 安田信託株式会社大阪支店 振込票等付

団扇用紙 新東亜建設

『皇軍の大捷の歌』 昭和 年 新興音楽出版社

『軍国画報 第参巻』 明治 年 冨山房

『皇国の護り』 昭和 年 大阪朝日新聞社

封書

『戦争画報 第一編』 明治 年 市田元藏

『出征軍人 家族之慰』 明治 年 七生報国会

パンフレット 春光を浴びて野外へ 東京鉄道局

日本二大戦争彼我損益比較表 明治 年 法令館本店 包付き

軍事郵便封筒 陸軍恤兵部 東京印刷（株） 未使用

絵はがき 皇紀二千六百年の新春を奉賀候

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 ルンガ沖夜戦 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 ルンガ沖夜戦 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 提督の最後 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 設営隊の活躍 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 イサヘル島沖海戦 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 駆潜艇の活躍 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 海軍落下傘部隊メナド奇襲 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 珊瑚海海戦 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 ニューギニア戦線 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 レンネル島沖海戦 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 船団護送 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 ○○部隊の死闘 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 基地に於ける整備作業 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂
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『高等小学国語書キ方手本第一学年用』 昭和 年 文部省 東京書籍株式会社

『青年学校教科書 修身及公民科二巻』 昭和 年 社会教育協会

『尋常小学校図画第六学年女子用』 昭和 年 文部省 東京書籍株式会社

『高等小学圖画 第二学年男児用』 昭和 年 文部省 東京書籍株式会社

『国語教程（第 部）技能者養成所見習工員科 第 学専用』 昭和 年 陸軍兵器廠

『陸軍受験模範講座 第三巻』 昭和 年 帝国陸軍受験社

『工作法教程（第 部）』

『歩兵必携』 昭和 年 軍事学研究会

『猛獣征服 密林の凱歌』 昭和 年 グリコ文庫

『陸軍模範兵講義録特輯第五 巻歩兵講義』 昭和 年 日本國防協会出版部

『新制 下士官志願案内 附 最新試験問題集』 昭和 年 帝国軍事教育社

『青年学校教練科教科書 全』 昭和 年 陸軍省兵務課

『九二式重機関銃取扱法』 昭和 年 和田信興 武揚社書店

『九六式重機関銃取扱法』 昭和 年 株式会社一二三館

『青年訓練軍事講話問答』 昭和 年 兵書刊行会

『青年学校 教練科教科書（別冊）』 昭和 年 陸軍省徴募課

『昭和六年四月二十四日陸軍省検閲済 陸軍喇叭譜』 昭和 年 武揚社書店

『陸軍受験模範講座 第一巻』 昭和 年 帝国陸軍受験社

『愛国少年 第四巻 第十一号』 昭和 年

家庭防空 昭和 年 第十六師団編纂

時局防空必携 昭和 年 大日本防空協会

必勝国民貯蓄組合台帳

郵便貯金通帳 昭和 年 京都貯金支局

宝くじ 昭和 年 日本勧業銀行

一般用米穀類購入通帳 昭和 年 農林省

奉公袋

勅諭 大正 年

写真

『戦役画帳 御国之誉』 昭和 年 省文社 箱付き

『支那事変紀念写真帖』 昭和 年 トセ部隊

『学校教練必携 前篇』 昭和 年 陸軍省徴募課編纂

『学校教練必携 後篇』 昭和 年 陸軍省徴募課編纂

帝国在郷軍人会 特別会員徽章 木箱

伏見町婦人会員章 木箱

メダル 帝国議事堂見学記念 木箱

男子 通常会員章 日本海員掖済会 木箱

第三師管国防婦人会役員章 紙箱

海軍志願兵受験合格の栞 昭和 年 帝国文武学会

ポスター 米英撃滅講演ニュース映画会

飛泉（真下飛泉年譜） 大江町教育委員会

『少国民の常識 大東亜戦争教室』 昭和 年 受験研究社増進堂

パンフレット 大東亜建設博覧会 大阪朝日新聞社

チラシ 国民精神作興体育大会 関西大会 大日本体育協会 日本厚生協会

『サンデー毎日 撃て！実弾の祝砲を 大東亜戦下に迎へる陸軍記念日』 大阪毎日新聞

健康週間実践事項届出用紙 熊本県

パンフレット 国民総動員下の信託 安田信託株式会社大阪支店 振込票等付

団扇用紙 新東亜建設

『皇軍の大捷の歌』 昭和 年 新興音楽出版社

『軍国画報 第参巻』 明治 年 冨山房

『皇国の護り』 昭和 年 大阪朝日新聞社

封書

『戦争画報 第一編』 明治 年 市田元藏

『出征軍人 家族之慰』 明治 年 七生報国会

パンフレット 春光を浴びて野外へ 東京鉄道局

日本二大戦争彼我損益比較表 明治 年 法令館本店 包付き

軍事郵便封筒 陸軍恤兵部 東京印刷（株） 未使用

絵はがき 皇紀二千六百年の新春を奉賀候

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 ルンガ沖夜戦 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 ルンガ沖夜戦 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 提督の最後 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 設営隊の活躍 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 イサヘル島沖海戦 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 駆潜艇の活躍 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 海軍落下傘部隊メナド奇襲 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 珊瑚海海戦 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 ニューギニア戦線 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 レンネル島沖海戦 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 船団護送 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 ○○部隊の死闘 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 基地に於ける整備作業 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂
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絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 ツラギ夜襲戦 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 印度洋作戦 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 航空母艦上に於ける整備作業 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 神兵メナドに降る 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 少年倶楽部絵はがき 水兵さんの物語

絵はがき 少年倶楽部絵はがき わが攻撃機敵の主力艦を爆撃

絵はがき 少年倶楽部絵はがき 水雷戦隊闇に乗じて敵の主力艦を襲ふ

絵はがき 少年倶楽部 敵の潜水艦を撃沈する駆逐艦

絵はがき 少年倶楽部 おごそかな軍艦旗掲揚式日本海軍萬歳！！

絵はがき 少年倶楽部 ラッパの音響く朝の軍港

絵はがき 少年倶楽部絵 怪しいジャンクを取り調べる駆逐艦

絵はがき 少年倶楽部 難破船を助ける駆逐艦（右）

絵はがき 少年倶楽部 決戦（向かうに見えるのは敵の水雷戦隊を攻撃する我が巡洋艦）

絵はがき 少年倶楽部 流氷浮かぶ北の湖に漁船を護る駆逐艦

絵はがき 少年倶楽部 敵艦を狙ふ魚雷発射管

絵はがき 少年倶楽部 夕焼の海上を行く潜水艦

絵はがき 少年倶楽部 萬歳の声に送られて出発する練習艦隊

絵はがき 少年倶楽部 外国の港に入った練習艦の歩哨

絵はがき 少年倶楽部 三連装砲塔を持つ新鋭巡洋艦最上

絵はがき 少年倶楽部絵はがき 潜水艦を抱いて休ませる潜水母艦

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき 皇紀二千六百年元旦 金川志ん馬

絵はがき 香港黄泥涌高射砲陣地奪取 小磯良平筆 逓信省

絵はがき 陸軍美術展覧会 神兵救出到

絵はがき 陸軍美術展覧会 メサノアロシノ

絵はがき 陸軍美術展覧会 シンガポール上陸第一歩

絵はがき 陸軍美術展覧会 佐野部隊長「還らざる大野挺身隊」と訣別す

絵はがき 陸軍美術展覧会 海軍省貸下

絵はがき 陸軍美術展覧会 学徒出陣

絵はがき 陸軍美術展覧会 日緬条約調印図

絵はがき バタアン戦線の激闘 陸軍美術協会

絵はがき 上海戦の思ひ出 陸軍省

絵はがき 突撃 陸軍省

絵はがき ビルマ戦線 マンダレー攻略 陸軍美術協会

絵はがき マレー戦線 白兵トーチカを奪取 陸軍美術協会

絵はがき パレンバンを奇襲占領の陸軍落下傘部隊 陸軍美術協会

絵はがき 海軍館壁画 勇敢ナル水平 海軍館

絵はがき 信陽北方進攻大殲滅戦に果敢奮闘する皇軍 陸軍省

絵はがき 日本海海戦二十五周年 撃滅 日活春季超特作品

絵はがき 日本海海戦二十五周年 撃滅 日活春季超特作品

絵はがき 日本海海戦二十五周年 撃滅 日活春季超特作品

絵はがき 日露戦後三十年 満蒙は天日に輝く

絵はがき 米国海軍募集ポスター 戦争がしたければ海軍兵にお成りなさい 朝日新聞社

絵はがき 米国海軍募集ポスター 朝日新聞社

絵はがき 英国の募集ポスター 此中にあなたはいますか 朝日新聞社

絵はがき （週報、国体の本義の宣伝はがき） 内閣印刷局

絵はがき 建国祭 建国祭本部

絵はがき 日支事変第三周年ポスター 月 日 陸軍省

絵はがき 支那事変国債 殿城郵便局

絵はがき 陸軍記念日 昭和 年 月 日 建国奉仕隊本部

絵はがき 建国奉仕隊 封筒付

絵はがき 山ふところの早春

絵はがき 列国新兵器整備一覧表

絵はがき 紀元二千六百年奉祝国民歌 山下汽船株式会社

絵はがき 満州事変満五年

絵はがき 満州事変勃発満三年 月 日

絵はがき 勝って兜の緒を締めよ 陸軍省 陸軍省

絵はがき 日露戦後二十八年 満蒙は平和の建設へ 月 日 陸軍記念日
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絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 ツラギ夜襲戦 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 印度洋作戦 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 航空母艦上に於ける整備作業 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 第二回大東亜戦争美術展覧会絵葉書 神兵メナドに降る 朝日新聞社主催の展覧会 便利堂

絵はがき 少年倶楽部絵はがき 水兵さんの物語

絵はがき 少年倶楽部絵はがき わが攻撃機敵の主力艦を爆撃

絵はがき 少年倶楽部絵はがき 水雷戦隊闇に乗じて敵の主力艦を襲ふ

絵はがき 少年倶楽部 敵の潜水艦を撃沈する駆逐艦

絵はがき 少年倶楽部 おごそかな軍艦旗掲揚式日本海軍萬歳！！

絵はがき 少年倶楽部 ラッパの音響く朝の軍港

絵はがき 少年倶楽部絵 怪しいジャンクを取り調べる駆逐艦

絵はがき 少年倶楽部 難破船を助ける駆逐艦（右）

絵はがき 少年倶楽部 決戦（向かうに見えるのは敵の水雷戦隊を攻撃する我が巡洋艦）

絵はがき 少年倶楽部 流氷浮かぶ北の湖に漁船を護る駆逐艦

絵はがき 少年倶楽部 敵艦を狙ふ魚雷発射管

絵はがき 少年倶楽部 夕焼の海上を行く潜水艦

絵はがき 少年倶楽部 萬歳の声に送られて出発する練習艦隊

絵はがき 少年倶楽部 外国の港に入った練習艦の歩哨

絵はがき 少年倶楽部 三連装砲塔を持つ新鋭巡洋艦最上

絵はがき 少年倶楽部絵はがき 潜水艦を抱いて休ませる潜水母艦

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき ’

絵はがき 皇紀二千六百年元旦 金川志ん馬

絵はがき 香港黄泥涌高射砲陣地奪取 小磯良平筆 逓信省

絵はがき 陸軍美術展覧会 神兵救出到

絵はがき 陸軍美術展覧会 メサノアロシノ

絵はがき 陸軍美術展覧会 シンガポール上陸第一歩

絵はがき 陸軍美術展覧会 佐野部隊長「還らざる大野挺身隊」と訣別す

絵はがき 陸軍美術展覧会 海軍省貸下

絵はがき 陸軍美術展覧会 学徒出陣

絵はがき 陸軍美術展覧会 日緬条約調印図

絵はがき バタアン戦線の激闘 陸軍美術協会

絵はがき 上海戦の思ひ出 陸軍省

絵はがき 突撃 陸軍省

絵はがき ビルマ戦線 マンダレー攻略 陸軍美術協会

絵はがき マレー戦線 白兵トーチカを奪取 陸軍美術協会

絵はがき パレンバンを奇襲占領の陸軍落下傘部隊 陸軍美術協会

絵はがき 海軍館壁画 勇敢ナル水平 海軍館

絵はがき 信陽北方進攻大殲滅戦に果敢奮闘する皇軍 陸軍省

絵はがき 日本海海戦二十五周年 撃滅 日活春季超特作品

絵はがき 日本海海戦二十五周年 撃滅 日活春季超特作品

絵はがき 日本海海戦二十五周年 撃滅 日活春季超特作品

絵はがき 日露戦後三十年 満蒙は天日に輝く

絵はがき 米国海軍募集ポスター 戦争がしたければ海軍兵にお成りなさい 朝日新聞社

絵はがき 米国海軍募集ポスター 朝日新聞社

絵はがき 英国の募集ポスター 此中にあなたはいますか 朝日新聞社

絵はがき （週報、国体の本義の宣伝はがき） 内閣印刷局

絵はがき 建国祭 建国祭本部

絵はがき 日支事変第三周年ポスター 月 日 陸軍省

絵はがき 支那事変国債 殿城郵便局

絵はがき 陸軍記念日 昭和 年 月 日 建国奉仕隊本部

絵はがき 建国奉仕隊 封筒付

絵はがき 山ふところの早春

絵はがき 列国新兵器整備一覧表

絵はがき 紀元二千六百年奉祝国民歌 山下汽船株式会社

絵はがき 満州事変満五年

絵はがき 満州事変勃発満三年 月 日

絵はがき 勝って兜の緒を締めよ 陸軍省 陸軍省

絵はがき 日露戦後二十八年 満蒙は平和の建設へ 月 日 陸軍記念日
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絵はがき 陸軍記念日 月 日 陸軍省

絵はがき 第三十五回陸軍記念日ポスター 月 日 陸軍省

絵はがき 支那事変国債 郵便局

絵はがき 愛国貯金 貯金局

絵はがき 上海事件 廟行鎮猛撃中の我重砲陣地

絵はがき 上海事件 大場鎮の敵陣地に雨と降る弾丸を冒して突撃する歩兵○○連隊

絵はがき 上海事件 軍艦夕張の主砲にて呉淞砲撃燃へつつあるは呉淞市街

絵はがき 上海事件 江湾攻撃の最前線にて敵陣地猛撃の我○○部隊

絵はがき 上海事件 呉淞方面へ我陸軍の進撃

絵はがき 思ひ出の廟行鎮、爆弾三勇士之碑

絵はがき 渡邊氏献納 防空兵器 陸軍省 陸軍省 封筒付

絵はがき 備へよ常に祖国の為に 簡易保険

絵はがき 支那事変国債

歌の歌詞 国を護った傷兵護れ

絵はがき 第三十五回陸軍記念日ポスター 月 日 陸軍省

絵はがき （封筒のみ） 第三十五周年 月 日陸軍記念日 陸軍省

衛兵守則 第七中隊 奉公袋の中に入っていた

『青年学校教練科教科書 上巻』 昭和 年（ ） 陸軍省徴募課編纂

『青年学校教練科教科書 下巻』 昭和 年（ ） 陸軍省徴募課編纂

『戦陣訓』

『在郷軍人須知』 大正 年 一二三館

『学校教練必携 前篇』 昭和 年 ） 陸軍省徴募課編纂

『女子 音楽教科書 巻之三』 明治 年（ ） 大阪開成館

『女子 国文新編 二』 大正 年 ） 文学社

『女子 日本史 上巻』 大正 年 ） 大日本図書株式会社

『女子 日本史 下巻』 大正 年 ） 大日本図書株式会社

『改訂 最新女子修身書 巻三』 大正 年（ ） 金港堂書店

『家事新教科書 上巻』 大正 年 ） 大野書店

『輓近 法制経済教科書』 大正 年 ） 東京開成館

行政文書綴 京都府与謝野郡市場村 昭和 年（ ）

『文部省制定 礼法要項』 昭和 年（ ）

『支那事変経過日誌』 昭和 年（ ） 陸軍省新聞班

『女礼式』 明治 年（ ）

『小学国史教師用書 上巻』 昭和 年 大阪書籍株式会社

『小学国史教師用書 中巻』 昭和 年 大阪書籍株式会社

『小学国史教師用書 下巻 一 』 昭和 年 大阪書籍株式会社

『小学国史教師用書 下巻 ニ 』 昭和 年 大阪書籍株式会社

『小学校用日本歴史 前編第一巻』 明治 年 金港堂書籍株式会社編輯所

『小学校用日本歴史 前編第三巻』 明治 年

『小学日本史 四』 明治 年

『小学終身 篇五』 明治 年

『日本地誌略 北海道 柯太州 琉球之部』 明治 年

『高等小学毛筆畫手本 男生用第四学年』 明治 年 日本書籍株式会社

『教育勅語衍義』 昭和 年 賢文館

『修正 日本略史 下巻』 明治 年 明治図書株式会社

『日本歴史 下巻』 明治 年 合資会社吉川弘文館

『文部省検定済尋常中学校歴史科教科用書 皇国小史附図 全』 明治 年

『文部省検定済尋常中学校歴史科教科用書 皇国小史附図 全』 明治 年

『文部省検定済尋常中学校歴史科教科用書 皇国小史 下の巻』 明治 年

『修身小学 上巻』 明治 年 岡山県

『修身小学 中巻』 明治 年 岡山県

『国民愛唱歌集 第一巻』 昭和 年 新興音楽出版社

『国民歌謡選曲集 心のふるさと、祖国の柱』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡選曲集 嫁ぐ日近く、防人の唄』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 朝、椰子の実』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 夜明の唄、朝露夜露』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 落葉松、我が家の唄』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 日本よい国、乙女の歌』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 日本よい国、乙女の歌』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 願ひ、野行き山行き』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 日の出島、希望の乙女』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 スキーの唄、早春の物語』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 日本よい国、白すみれ』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 ふるさとの、希望の船』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 むかしの仲間、国旗掲揚の歌』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 牡蠣の殻、春の唄』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 心の子守唄、野薔薇の歌』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 新鉄道唱歌第一編』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 奥の細道、村の少女』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 筏流し、母恋し』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会
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絵はがき 陸軍記念日 月 日 陸軍省

絵はがき 第三十五回陸軍記念日ポスター 月 日 陸軍省

絵はがき 支那事変国債 郵便局

絵はがき 愛国貯金 貯金局

絵はがき 上海事件 廟行鎮猛撃中の我重砲陣地

絵はがき 上海事件 大場鎮の敵陣地に雨と降る弾丸を冒して突撃する歩兵○○連隊

絵はがき 上海事件 軍艦夕張の主砲にて呉淞砲撃燃へつつあるは呉淞市街

絵はがき 上海事件 江湾攻撃の最前線にて敵陣地猛撃の我○○部隊

絵はがき 上海事件 呉淞方面へ我陸軍の進撃

絵はがき 思ひ出の廟行鎮、爆弾三勇士之碑

絵はがき 渡邊氏献納 防空兵器 陸軍省 陸軍省 封筒付

絵はがき 備へよ常に祖国の為に 簡易保険

絵はがき 支那事変国債

歌の歌詞 国を護った傷兵護れ

絵はがき 第三十五回陸軍記念日ポスター 月 日 陸軍省

絵はがき （封筒のみ） 第三十五周年 月 日陸軍記念日 陸軍省

衛兵守則 第七中隊 奉公袋の中に入っていた

『青年学校教練科教科書 上巻』 昭和 年（ ） 陸軍省徴募課編纂

『青年学校教練科教科書 下巻』 昭和 年（ ） 陸軍省徴募課編纂

『戦陣訓』

『在郷軍人須知』 大正 年 一二三館

『学校教練必携 前篇』 昭和 年 ） 陸軍省徴募課編纂

『女子 音楽教科書 巻之三』 明治 年（ ） 大阪開成館

『女子 国文新編 二』 大正 年 ） 文学社

『女子 日本史 上巻』 大正 年 ） 大日本図書株式会社

『女子 日本史 下巻』 大正 年 ） 大日本図書株式会社

『改訂 最新女子修身書 巻三』 大正 年（ ） 金港堂書店

『家事新教科書 上巻』 大正 年 ） 大野書店

『輓近 法制経済教科書』 大正 年 ） 東京開成館

行政文書綴 京都府与謝野郡市場村 昭和 年（ ）

『文部省制定 礼法要項』 昭和 年（ ）

『支那事変経過日誌』 昭和 年（ ） 陸軍省新聞班

『女礼式』 明治 年（ ）

『小学国史教師用書 上巻』 昭和 年 大阪書籍株式会社

『小学国史教師用書 中巻』 昭和 年 大阪書籍株式会社

『小学国史教師用書 下巻 一 』 昭和 年 大阪書籍株式会社

『小学国史教師用書 下巻 ニ 』 昭和 年 大阪書籍株式会社

『小学校用日本歴史 前編第一巻』 明治 年 金港堂書籍株式会社編輯所

『小学校用日本歴史 前編第三巻』 明治 年

『小学日本史 四』 明治 年

『小学終身 篇五』 明治 年

『日本地誌略 北海道 柯太州 琉球之部』 明治 年

『高等小学毛筆畫手本 男生用第四学年』 明治 年 日本書籍株式会社

『教育勅語衍義』 昭和 年 賢文館

『修正 日本略史 下巻』 明治 年 明治図書株式会社

『日本歴史 下巻』 明治 年 合資会社吉川弘文館

『文部省検定済尋常中学校歴史科教科用書 皇国小史附図 全』 明治 年

『文部省検定済尋常中学校歴史科教科用書 皇国小史附図 全』 明治 年

『文部省検定済尋常中学校歴史科教科用書 皇国小史 下の巻』 明治 年

『修身小学 上巻』 明治 年 岡山県

『修身小学 中巻』 明治 年 岡山県

『国民愛唱歌集 第一巻』 昭和 年 新興音楽出版社

『国民歌謡選曲集 心のふるさと、祖国の柱』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡選曲集 嫁ぐ日近く、防人の唄』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 朝、椰子の実』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 夜明の唄、朝露夜露』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 落葉松、我が家の唄』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 日本よい国、乙女の歌』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 日本よい国、乙女の歌』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 願ひ、野行き山行き』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 日の出島、希望の乙女』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 スキーの唄、早春の物語』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 日本よい国、白すみれ』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 ふるさとの、希望の船』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 むかしの仲間、国旗掲揚の歌』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 牡蠣の殻、春の唄』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 心の子守唄、野薔薇の歌』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 新鉄道唱歌第一編』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 奥の細道、村の少女』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 筏流し、母恋し』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会
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『国民歌謡 Ａの字の歌』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 母の歌、乙女の春』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 新鉄道唱歌第二編』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 護れわが空、娘田草船』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 旅人、かもめ』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 航空決死兵、征けよますらを』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 利鎌の光、送別歌』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

写真週報 綴込表紙 内閣情報局

写真週報 綴込表紙 内閣情報局

『写真週報 創刊号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 特集皇軍戦史』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 日本に学ぶ青年アジア』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 肇国の地に起てり祖国振興隊、盟邦イタリーの素描 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 江南に進む鉄道挺身隊、馬は兵器だ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 水産日本、護れ導け第二の国』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 黒潮に鍛へる国防第二陣』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 児童愛護週間、技術報国の誓ひ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 行け若人築け大陸日本、ガソリン一滴は血の一滴』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 まづ健康－健康習慣、戦ふ繊手 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 事変下の帝都を護る、犬も戦士』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 海軍記念日号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 徐州陥つ！勲章ものがたり』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 赤十字のもと、徐州放送』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 貯蓄報国号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 南の拠点・台湾、全国安全週間』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 内蒙防共線』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 支那事変一周年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 事変下練習艦隊帰る、傷兵の職業補導』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 嵐の赤露』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 鍛へよ銃後の夏』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 日独学生の勤労交驩』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 海軍作戦の一年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 銃後に築く』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 時局と海運』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 防空おぼえ帖』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 占領地ところどころ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 満州建設の巨歩』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 十月一日から商店法実施』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 銃後後援強化週間』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 若きドイツ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 蒋介石よさらば！』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 戦ふ軍馬』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 軍艦旗に栄光あれ！』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 国民精神作興週間 十一月七日～十三日 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 武漢陥落の日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 戦捷祈願 聖矛継走』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 明け行く蕃社』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 焼夷弾の延焼は防げる』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 学ぶ航空機関生』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 独逸の代用品』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 軍事郵便』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 新年号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 北京の初春』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 陸の艨艟 戦車隊』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 上海明暗二相』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 スペインから還る』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 母と子』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 黒潮の香を土産に』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 三河の新天地』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 白衣と桃のお節句』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 雪の練兵』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 日本の懐に抱かれて』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 雪の陸上演習』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 純忠至誠日記時』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 南海に鍛へて』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 戦時輸送と機関車』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 アストリアの結ぶ日米親善』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部
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『国民歌謡 Ａの字の歌』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 母の歌、乙女の春』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 新鉄道唱歌第二編』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 護れわが空、娘田草船』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 旅人、かもめ』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 航空決死兵、征けよますらを』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

『国民歌謡 利鎌の光、送別歌』 昭和 年（ ） 日本放送出版協会

写真週報 綴込表紙 内閣情報局

写真週報 綴込表紙 内閣情報局

『写真週報 創刊号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 特集皇軍戦史』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 日本に学ぶ青年アジア』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 肇国の地に起てり祖国振興隊、盟邦イタリーの素描 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 江南に進む鉄道挺身隊、馬は兵器だ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 水産日本、護れ導け第二の国』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 黒潮に鍛へる国防第二陣』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 児童愛護週間、技術報国の誓ひ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 行け若人築け大陸日本、ガソリン一滴は血の一滴』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 まづ健康－健康習慣、戦ふ繊手 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 事変下の帝都を護る、犬も戦士』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 海軍記念日号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 徐州陥つ！勲章ものがたり』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 赤十字のもと、徐州放送』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 貯蓄報国号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 南の拠点・台湾、全国安全週間』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 内蒙防共線』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 支那事変一周年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 事変下練習艦隊帰る、傷兵の職業補導』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 嵐の赤露』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 鍛へよ銃後の夏』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 日独学生の勤労交驩』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 海軍作戦の一年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 銃後に築く』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 時局と海運』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 防空おぼえ帖』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 占領地ところどころ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 満州建設の巨歩』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 十月一日から商店法実施』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 銃後後援強化週間』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 若きドイツ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 蒋介石よさらば！』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 戦ふ軍馬』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 軍艦旗に栄光あれ！』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 国民精神作興週間 十一月七日～十三日 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 武漢陥落の日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 戦捷祈願 聖矛継走』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 明け行く蕃社』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 焼夷弾の延焼は防げる』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 学ぶ航空機関生』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 独逸の代用品』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 軍事郵便』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 新年号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 北京の初春』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 陸の艨艟 戦車隊』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 上海明暗二相』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 スペインから還る』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 母と子』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 黒潮の香を土産に』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 三河の新天地』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 白衣と桃のお節句』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 雪の練兵』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 日本の懐に抱かれて』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 雪の陸上演習』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 純忠至誠日記時』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 南海に鍛へて』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 戦時輸送と機関車』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 アストリアの結ぶ日米親善』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部
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『写真週報 長期戦と健康』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 技術に盟ふ日満少年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 太平洋を我が海と』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 聖火太平洋を渡る』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 新興トルコ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 一億一心百億貯蓄』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 済度の光を求めて』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 興亜の偉業に輝く安全』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 鍛へよこの夏』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 上海戦二周年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 断乎と守る北洋の権益』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 夫にみのりを答ふ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 内鮮挙つて日の丸のもと』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 なほも雛鷲は育つ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 ゆるぎなき満洲国』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 行幸に輝く陸軍士官学校』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 銃後後援特集』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 新南群島』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 お国に召される栗毛の秋』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 国民挙つて空に備へよ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 興国の力を誇る』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 体力章検定 皆さん合格出来ますか』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 新年号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 新東亜建設譜』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 仏印第一報』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 南方の共栄圏』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 新年号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 行けよ鉱山男の職場』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 支那事変四周年第一特集』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 支那事変四周年第二特集』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 都市防空特集』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 九月二十日は航空日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 一億が債権買って総進軍』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 日満華締盟成立一周年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局
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『写真週報 長期戦と健康』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 技術に盟ふ日満少年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 太平洋を我が海と』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 聖火太平洋を渡る』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 新興トルコ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 一億一心百億貯蓄』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 済度の光を求めて』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 興亜の偉業に輝く安全』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 鍛へよこの夏』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 上海戦二周年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 断乎と守る北洋の権益』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 夫にみのりを答ふ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 内鮮挙つて日の丸のもと』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 なほも雛鷲は育つ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 ゆるぎなき満洲国』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 行幸に輝く陸軍士官学校』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 銃後後援特集』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 新南群島』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 お国に召される栗毛の秋』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 国民挙つて空に備へよ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 興国の力を誇る』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 体力章検定 皆さん合格出来ますか』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 新年号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 新東亜建設譜』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 仏印第一報』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 南方の共栄圏』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報部

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 新年号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 行けよ鉱山男の職場』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 支那事変四周年第一特集』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 支那事変四周年第二特集』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 都市防空特集』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 九月二十日は航空日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 一億が債権買って総進軍』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 日満華締盟成立一周年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局
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『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 一億、今ぞ 敵は米英だ！』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 新年号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 全力で護れこの空この国土』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 全力で護れこの空この国土』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 棄権すな！四月三十日は総選挙』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 第三十七回海軍記念日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 勝たう 貯めよう』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 タイ国立憲革命記念日 六月二十四日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 支那事変五周年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 アリューシャン攻略詳報』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 海の記念日 七月二十日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 海の記念日 七月二十日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 大東亜建設特集』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 九月二十日は航空日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 脈うつ国鉄七十年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 脈うつ国鉄七十年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 大東亜戦争一周年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 大東亜戦争一周年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 新年号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 空の戦力増強』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 米英色を一掃しよう』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 陸軍記念日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局
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『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 一億、今ぞ 敵は米英だ！』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 新年号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 全力で護れこの空この国土』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 全力で護れこの空この国土』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 棄権すな！四月三十日は総選挙』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 第三十七回海軍記念日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 勝たう 貯めよう』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 タイ国立憲革命記念日 六月二十四日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 支那事変五周年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 アリューシャン攻略詳報』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 海の記念日 七月二十日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 海の記念日 七月二十日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 大東亜建設特集』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 九月二十日は航空日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 脈うつ国鉄七十年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 脈うつ国鉄七十年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 大東亜戦争一周年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 大東亜戦争一周年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 新年号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 空の戦力増強』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 米英色を一掃しよう』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 陸軍記念日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

-　- -　-33 34



『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 われらも共に撃滅戦へ 海軍記念日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 断じて仇を討たん』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 衣料は節約 切符は献納』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 衣料は節約 切符は献納』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 戦う海へ若さを乗せて』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 改訂時局防空必携写真解説』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 ビルマ国の誕生』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 職場は戦場だ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 進む東亜の大建設』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 お父さんお母さんボクも空へやって下さい』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 戦力のせて驀進だ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 女性もあげて決戦へ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 戦力増強をこの腕に』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 今ぞ学徒蹶起の秋』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 大東亜の力示さん』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 つづけ決戦の大空へ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 大東亜戦争二周年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 勝ちぬけ造船』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 勝ちぬけ造船』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 新年号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 土地改良で食糧増産だ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 空襲に予告なし』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 石炭確保へ総突撃』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 造れ、送れ、撃て』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 敵機は狙ふ我等が頭上』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 陸軍記念日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 精進一年増産へ驀進だ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 兵器は私たちで造りませう』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局
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『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 われらも共に撃滅戦へ 海軍記念日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 断じて仇を討たん』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 衣料は節約 切符は献納』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 衣料は節約 切符は献納』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 戦う海へ若さを乗せて』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 改訂時局防空必携写真解説』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 ビルマ国の誕生』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 職場は戦場だ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 進む東亜の大建設』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 お父さんお母さんボクも空へやって下さい』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 戦力のせて驀進だ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 女性もあげて決戦へ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 戦力増強をこの腕に』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 今ぞ学徒蹶起の秋』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 大東亜の力示さん』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 つづけ決戦の大空へ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 大東亜戦争二周年』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 勝ちぬけ造船』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 勝ちぬけ造船』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 新年号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 土地改良で食糧増産だ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 空襲に予告なし』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 石炭確保へ総突撃』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 造れ、送れ、撃て』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 敵機は狙ふ我等が頭上』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 陸軍記念日』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 精進一年増産へ驀進だ』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 兵器は私たちで造りませう』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局
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『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 食糧増産に全力を挙げよう』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 ・ 合併号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『時局教育資料 欧洲戦争写真帖』 大正 年（ ） 月 日 文部省

『満州事変画報』 昭和 年（ ） 月 日 大阪朝日新聞社

『満州事変画報 第二集』 昭和 年（ ） 月 日 大阪朝日新聞社

『世界現勢解説地図』 昭和 年（ ） 月 日 大阪朝日新聞社

『世界現勢解説地図』 昭和 年（ ） 月 日 大阪朝日新聞社

『支那事変聖戦博覧会画報』 昭和 年（ ） 月 日 朝日新聞社

『支那事変聖戦博覧会画報 第二集』 昭和 年（ ） 月 日 朝日新聞社

『支那事変・聖戦記念 郷土部隊写真帖』 昭和 年 ） 月 日 東京日日新聞社

『大震災写真画報』 大正 年（ ） 月 日 大阪朝日新聞社

『大震災写真画報 第二集』 大正 年（ ） 月 日 大阪朝日新聞社

『大震災写真画報 第三集』 大正 年（ ） 月 日 大阪朝日新聞社

『画報 躍進之日本 第九巻三・四合併号』 昭和 年（ ） 月 日 東洋文化協会

『日の出昭和九年四月号付録 満州事変大画譜』 昭和 年（ ） 月 日 包付き

『富国 第 巻第 号』 明治 年（ ） 月 日 博文館

『歴史及地理 第 巻第 号』 明治 年（ ） 月 日 東京盛文社

『帝国青年 第 巻第 号』 大正 年（ ） 月 日 財団法人日本青年館

『清和 禁衛隊記念号（第 号）』 昭和 年（ ） 月 日 立命館中学校校友会

『訓練 第 巻 月号』 昭和 年（ ） 月 日 帝国在郷軍人会本部印刷所

『読切雑誌 第 巻第 号』 昭和 年（ ） 月 日 帝国在郷軍人会本部

『復興亜細亜 月号』 昭和 年（ ） 月 日 国際日本協会

『日本週報 月 日臨時増刊号』 昭和 年（ ） 月 日 日本週報社

『世界の翼 昭和 年版』 昭和 年（ ） 月 日 朝日新聞東京本社

『中央公論 月号（第 年第 号）』 昭和 年（ ） 月 日 中央公論社

『中央公論 月号（第 年第 号）』 昭和 年（ ） 月 日 中央公論社

『アサヒグラフ』 昭和 年 ） 月 日 朝日新聞社

『アサヒグラフ』 昭和 年 ） 月 日 朝日新聞社

『アサヒグラフ』 昭和 年 ） 月 日 朝日新聞社

『アサヒグラフ』 昭和 年 ） 月 日 朝日新聞社

『アサヒグラフ』 昭和 年 ） 月 日 朝日新聞社

『アサヒグラフ』 昭和 年 ） 月 日 朝日新聞社

『漫画 月号（第 巻第 号）』 昭和 年（ ） 月 日 漫画社

『漫画 月号（第 巻第 号）』 昭和 年（ ） 月 日 漫画社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年（ ） 月 日 主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年新年号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『婦人倶楽部 新年号』 昭和 年（ ） 月 日 大日本雄弁会講談社

『婦人倶楽部 月号』 昭和 年（ ） 月 日 大日本雄弁会講談社

『婦人倶楽部 月号』 昭和 年 ） 月 日 大日本雄弁会講談社

『婦人倶楽部 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 大日本雄弁会講談社

『婦人之友 昭和 年 月』 昭和 年 月 日 婦人之友社

『家の光 臨時増刊』 昭和 年 月 日 産業組合中央会

『良国民 第 巻第 号』 昭和 年 月 日 良国民社

『少年倶楽部第 巻第 号付録 帝国海軍大写真帖』 昭和 年（ ） 月 日 大日本雄弁会講談社

『少年倶楽部第 巻第 号付録 壮烈 物語画集 敵中横断三百里』 昭和 年（ ） 月 日 大日本雄弁会講談社

-　- -　-37 38



『写真週報 』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 食糧増産に全力を挙げよう』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『写真週報 ・ 合併号』 昭和 年（ ） 月 日 内閣情報局

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『国際写真情報第 巻 （日支大事変画報 ）』 昭和 年（ ） 月 日 国際情報社

『時局教育資料 欧洲戦争写真帖』 大正 年（ ） 月 日 文部省

『満州事変画報』 昭和 年（ ） 月 日 大阪朝日新聞社

『満州事変画報 第二集』 昭和 年（ ） 月 日 大阪朝日新聞社

『世界現勢解説地図』 昭和 年（ ） 月 日 大阪朝日新聞社

『世界現勢解説地図』 昭和 年（ ） 月 日 大阪朝日新聞社

『支那事変聖戦博覧会画報』 昭和 年（ ） 月 日 朝日新聞社

『支那事変聖戦博覧会画報 第二集』 昭和 年（ ） 月 日 朝日新聞社

『支那事変・聖戦記念 郷土部隊写真帖』 昭和 年 ） 月 日 東京日日新聞社

『大震災写真画報』 大正 年（ ） 月 日 大阪朝日新聞社

『大震災写真画報 第二集』 大正 年（ ） 月 日 大阪朝日新聞社

『大震災写真画報 第三集』 大正 年（ ） 月 日 大阪朝日新聞社

『画報 躍進之日本 第九巻三・四合併号』 昭和 年（ ） 月 日 東洋文化協会

『日の出昭和九年四月号付録 満州事変大画譜』 昭和 年（ ） 月 日 包付き

『富国 第 巻第 号』 明治 年（ ） 月 日 博文館

『歴史及地理 第 巻第 号』 明治 年（ ） 月 日 東京盛文社

『帝国青年 第 巻第 号』 大正 年（ ） 月 日 財団法人日本青年館

『清和 禁衛隊記念号（第 号）』 昭和 年（ ） 月 日 立命館中学校校友会

『訓練 第 巻 月号』 昭和 年（ ） 月 日 帝国在郷軍人会本部印刷所

『読切雑誌 第 巻第 号』 昭和 年（ ） 月 日 帝国在郷軍人会本部

『復興亜細亜 月号』 昭和 年（ ） 月 日 国際日本協会

『日本週報 月 日臨時増刊号』 昭和 年（ ） 月 日 日本週報社

『世界の翼 昭和 年版』 昭和 年（ ） 月 日 朝日新聞東京本社

『中央公論 月号（第 年第 号）』 昭和 年（ ） 月 日 中央公論社

『中央公論 月号（第 年第 号）』 昭和 年（ ） 月 日 中央公論社

『アサヒグラフ』 昭和 年 ） 月 日 朝日新聞社

『アサヒグラフ』 昭和 年 ） 月 日 朝日新聞社

『アサヒグラフ』 昭和 年 ） 月 日 朝日新聞社

『アサヒグラフ』 昭和 年 ） 月 日 朝日新聞社

『アサヒグラフ』 昭和 年 ） 月 日 朝日新聞社

『アサヒグラフ』 昭和 年 ） 月 日 朝日新聞社

『漫画 月号（第 巻第 号）』 昭和 年（ ） 月 日 漫画社

『漫画 月号（第 巻第 号）』 昭和 年（ ） 月 日 漫画社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年（ ） 月 日 主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年新年号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『主婦之友 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 株式会社主婦之友社

『婦人倶楽部 新年号』 昭和 年（ ） 月 日 大日本雄弁会講談社

『婦人倶楽部 月号』 昭和 年（ ） 月 日 大日本雄弁会講談社

『婦人倶楽部 月号』 昭和 年 ） 月 日 大日本雄弁会講談社

『婦人倶楽部 昭和 年 月号』 昭和 年 月 日 大日本雄弁会講談社

『婦人之友 昭和 年 月』 昭和 年 月 日 婦人之友社

『家の光 臨時増刊』 昭和 年 月 日 産業組合中央会

『良国民 第 巻第 号』 昭和 年 月 日 良国民社

『少年倶楽部第 巻第 号付録 帝国海軍大写真帖』 昭和 年（ ） 月 日 大日本雄弁会講談社

『少年倶楽部第 巻第 号付録 壮烈 物語画集 敵中横断三百里』 昭和 年（ ） 月 日 大日本雄弁会講談社
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『少年倶楽部 月号付録 満州事変記念絵葉書』 大日本雄弁会講談社

『ノモンハン戦記 闘魂』 昭和 年 湯川弘文社

『歌集「戦線の夫を想ふ歌」』 昭和 年 日本短歌社出版部

『志那事変 美談武勇談 キング新年号附録』 昭和 年 大日本雄弁会講談社

『欧州戦乱の真相』 昭和 年 明治書房

『大東亜経済と青年』 昭和 年 合資会社潮文閣

『弾巢』 昭和 年 一生堂書店

『真珠湾潜航』 昭和 年 讀賣新聞社

『米英艦隊撃滅』 昭和 年 興亞日本社

『海軍報道班員現地報告 ソロモン海戦』 昭和 年 文藝春秋社

『軍神を生んだ母』 昭和 年 興亞日本社

『戦時国際法』 昭和 年 中央大学

『アメリカ総動員計畫』 昭和 年 株式会社生活社

『国防国家と臣道実践』 昭和 年 大東出版社

『日本の外交』 昭和 年 株式会社三省堂大阪支店

『米国及米国人』 昭和 年 大日本雄弁会講談社

『進軍』 昭和 年 世界社

『 一旒』 興亞日本社

『大蔵大臣賀屋興宣述 銃後の財政経済』 昭和 年 河出書房

『蘭印現状読本』 昭和 年 新潮社

『新体制下の青年希望の書』 昭和 年 博潮社書店

『呉淞クリーク』 昭和 年 中央公論社

『ベーリング海』 昭和 年 目黒書店

『決戦』 昭和 年 株式会社錦城出版社

『志那に揚る封日宣戦の叫び』 昭和 年 森田書房

『真珠湾潜航』 昭和 年 讀賣新聞社

『神武天皇畧御伝記』 明治 年 東京書林

『髙山操志 上』 明治 年

『髙山操志 下』 明治 年

『日本戦争学』 昭和 年 株式会社高陽書院

『昭和風雲録』 昭和 年 新紀元社

『作戦一萬浬』 昭和 年 興亞日本社

『豪将 大山元帥』 昭和 年 榎本書店

『簡易日露会話』 大正 年 大倉書店

『現代日本に活躍する人物とその団体』 昭和 年 大日本雄弁会講談社

『南十字星下』 昭和 年 陸軍美術協会出版部

『宗教文化叢書一 大東亞の宗教文化』 昭和 年 文部省教学局宗教課

『狙撃連隊戦闘行動ノ技術的確保』 昭和 年 財団法人軍人会館図書部

『憂国改新の書』 昭和 年 非凡閣

『志那事変 美談武勇談 キング新年号附録』 昭和 年 大日本雄弁会講談社

『志那事変戦跡の栞 上巻）』 昭和 年 陸軍画報社

『志那事変戦跡の栞 上巻 』 昭和 年 陸軍画報社 冊 箱

『志那事変戦跡の栞 中巻 』 昭和 年 陸軍画報社 冊 箱

『志那事変戦跡の栞 下巻 』 昭和 年 陸軍画報社 冊 箱

『世界に誇る日本海軍』 昭和 年 学芸研究会

『講談日露戦争記第八 旅順大激戦』 明治 年 中川玉成堂

『海を越えて 昭和 年 月号』 昭和 年 財団法人日本拓殖協会

『海を越えて 昭和 年 月号』 昭和 年 財団法人日本拓殖協会

『偕行社記事 志那事変二周年記念号』 昭和 年

『一、日露戦役経過歴日程 二、神武必勝論 三、世界の変局と吾等の覚悟』 昭和 年 財団法人偕行社 偕行社記事第 号附録

『「ブラジル」ト其移植民ノ研究』 大正 年 財団法人偕行社 偕行社記事第 号附録

『日本精神研究号』 昭和 年 京都市立二條高等女学校内校友会

『軍人遺、家族身上相談所相談人必携』 昭和 年

『のらくろ漫画大全』 昭和 年 株式会社講談社

『昭和 年秋季大祭 靖国之絵巻』 昭和 年 靖国神社臨時大祭委員会

『民法早わかり』 明治 年 大阪平民館

『最近の佛印情勢』 昭和 年 東亜時局研究会

『佛教公論 新年号』 昭和 年

『大日本必勝 清国征討軍歌』 明治 年 大阪尚武館

『日清戦争漫畫』 明治 年 耕書堂

『日本戦争外史 従軍記者』 昭和 年（ ） 全日本新聞連盟

『嵐兵団歩兵第百二十連隊史 血涙の記録 上巻』 昭和 年（ ） 嵐一二〇友の会 付図 点あり

『嵐兵団歩兵第百二十連隊史 血涙の記録 下巻』 昭和 年（ ） 嵐一二〇友の会 付図 点あり

『壮丁読本』 大正 年（ ） 丁未出版社、寶文館

『兵舎内務ノ研究』 昭和 年（ ） 東京第一衛戍病院兵舎

『軍隊生活写真帖』 昭和 年（ ） 國光宣揚会

『昭和八年各種演習の概況及所見 偕行社記事第 号附録』 昭和 年（ ）

『軍隊内務令制定理由書 偕行社記事特号第 号第 附録』 昭和 年（ ）

『軍隊内務令質疑解答集 偕行社記事特号第 号 月号 附録』 昭和 年（ ）

国民精神総動員中央連盟声明書 昭和 年（ ） 国民精神総動員中央連盟
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『少年倶楽部 月号付録 満州事変記念絵葉書』 大日本雄弁会講談社

『ノモンハン戦記 闘魂』 昭和 年 湯川弘文社

『歌集「戦線の夫を想ふ歌」』 昭和 年 日本短歌社出版部

『志那事変 美談武勇談 キング新年号附録』 昭和 年 大日本雄弁会講談社

『欧州戦乱の真相』 昭和 年 明治書房

『大東亜経済と青年』 昭和 年 合資会社潮文閣

『弾巢』 昭和 年 一生堂書店

『真珠湾潜航』 昭和 年 讀賣新聞社

『米英艦隊撃滅』 昭和 年 興亞日本社

『海軍報道班員現地報告 ソロモン海戦』 昭和 年 文藝春秋社

『軍神を生んだ母』 昭和 年 興亞日本社

『戦時国際法』 昭和 年 中央大学

『アメリカ総動員計畫』 昭和 年 株式会社生活社

『国防国家と臣道実践』 昭和 年 大東出版社

『日本の外交』 昭和 年 株式会社三省堂大阪支店

『米国及米国人』 昭和 年 大日本雄弁会講談社

『進軍』 昭和 年 世界社

『 一旒』 興亞日本社

『大蔵大臣賀屋興宣述 銃後の財政経済』 昭和 年 河出書房

『蘭印現状読本』 昭和 年 新潮社

『新体制下の青年希望の書』 昭和 年 博潮社書店

『呉淞クリーク』 昭和 年 中央公論社

『ベーリング海』 昭和 年 目黒書店

『決戦』 昭和 年 株式会社錦城出版社

『志那に揚る封日宣戦の叫び』 昭和 年 森田書房

『真珠湾潜航』 昭和 年 讀賣新聞社

『神武天皇畧御伝記』 明治 年 東京書林

『髙山操志 上』 明治 年

『髙山操志 下』 明治 年

『日本戦争学』 昭和 年 株式会社高陽書院

『昭和風雲録』 昭和 年 新紀元社

『作戦一萬浬』 昭和 年 興亞日本社

『豪将 大山元帥』 昭和 年 榎本書店

『簡易日露会話』 大正 年 大倉書店

『現代日本に活躍する人物とその団体』 昭和 年 大日本雄弁会講談社

『南十字星下』 昭和 年 陸軍美術協会出版部

『宗教文化叢書一 大東亞の宗教文化』 昭和 年 文部省教学局宗教課

『狙撃連隊戦闘行動ノ技術的確保』 昭和 年 財団法人軍人会館図書部

『憂国改新の書』 昭和 年 非凡閣

『志那事変 美談武勇談 キング新年号附録』 昭和 年 大日本雄弁会講談社

『志那事変戦跡の栞 上巻）』 昭和 年 陸軍画報社

『志那事変戦跡の栞 上巻 』 昭和 年 陸軍画報社 冊 箱

『志那事変戦跡の栞 中巻 』 昭和 年 陸軍画報社 冊 箱

『志那事変戦跡の栞 下巻 』 昭和 年 陸軍画報社 冊 箱

『世界に誇る日本海軍』 昭和 年 学芸研究会

『講談日露戦争記第八 旅順大激戦』 明治 年 中川玉成堂

『海を越えて 昭和 年 月号』 昭和 年 財団法人日本拓殖協会

『海を越えて 昭和 年 月号』 昭和 年 財団法人日本拓殖協会

『偕行社記事 志那事変二周年記念号』 昭和 年

『一、日露戦役経過歴日程 二、神武必勝論 三、世界の変局と吾等の覚悟』 昭和 年 財団法人偕行社 偕行社記事第 号附録

『「ブラジル」ト其移植民ノ研究』 大正 年 財団法人偕行社 偕行社記事第 号附録

『日本精神研究号』 昭和 年 京都市立二條高等女学校内校友会

『軍人遺、家族身上相談所相談人必携』 昭和 年

『のらくろ漫画大全』 昭和 年 株式会社講談社

『昭和 年秋季大祭 靖国之絵巻』 昭和 年 靖国神社臨時大祭委員会

『民法早わかり』 明治 年 大阪平民館

『最近の佛印情勢』 昭和 年 東亜時局研究会

『佛教公論 新年号』 昭和 年

『大日本必勝 清国征討軍歌』 明治 年 大阪尚武館

『日清戦争漫畫』 明治 年 耕書堂

『日本戦争外史 従軍記者』 昭和 年（ ） 全日本新聞連盟

『嵐兵団歩兵第百二十連隊史 血涙の記録 上巻』 昭和 年（ ） 嵐一二〇友の会 付図 点あり

『嵐兵団歩兵第百二十連隊史 血涙の記録 下巻』 昭和 年（ ） 嵐一二〇友の会 付図 点あり

『壮丁読本』 大正 年（ ） 丁未出版社、寶文館

『兵舎内務ノ研究』 昭和 年（ ） 東京第一衛戍病院兵舎

『軍隊生活写真帖』 昭和 年（ ） 國光宣揚会

『昭和八年各種演習の概況及所見 偕行社記事第 号附録』 昭和 年（ ）

『軍隊内務令制定理由書 偕行社記事特号第 号第 附録』 昭和 年（ ）

『軍隊内務令質疑解答集 偕行社記事特号第 号 月号 附録』 昭和 年（ ）

国民精神総動員中央連盟声明書 昭和 年（ ） 国民精神総動員中央連盟
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『経済戦に打勝つ道』 昭和 年（ ） 国民精神総動員中央連盟

『大阪市隣組時報』 昭和 年（ ） 大阪市役所

『休閑地利用食糧増産農業叢書 じゃがいもの作り方 改訂版』 昭和 年（ ） 大阪市産業部

『休閑地利用食糧増産農業叢書 さつまいもの作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部庶務課

『休閑地利用食糧増産農業叢書 蔬菜病虫害の駆除予防法』 昭和 年（ ） 大阪市産業部庶務課

『休閑地利用食糧増産農業叢書 家庭菜園の手引』 昭和 年（ ） 大阪市産業部庶務課

『休閑地利用食糧増産農業叢書 胡瓜と南瓜の作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部庶務課

『休閑地利用食糧増産農業叢書 茄子とトマトの作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部

『休閑地利用食糧増産農業叢書 人参と牛蒡の作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部

『休閑地利用食糧増産農業叢書 大根と蕪菁の作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部

『休閑地利用食糧増産農業叢書 漬菜類の作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部農事課

『休閑地利用食糧増産農業叢書 ほうれん草、ちしゃ、きくなの作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部農事課

『休閑地利用食糧増産農業叢書 そらまめとゑんどうの作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部農事課

『休閑地利用食糧増産農業叢書 ねぎとたまねぎの作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部農事課

『休閑地利用食糧増産農業叢書 椎茸の栽培法』 昭和 年（ ） 大阪市産業部

『休閑地利用食糧増産農業叢書 莢豆類の作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部

『空地利用 雑穀と蔬菜を作らう 大豆・南瓜・玉蜀黍・蕎麦・胡麻・穇 ひえ の作り方解説』 大政翼賛会、中央農業会、雑穀奨励会

休閑地活用月別作物栽培一覧表 大阪市生活物資局農事課

昭和 年 月に「防空法」が公布され、空襲に備える防空計画･空襲発令･防空演

習･国民参加の各種訓練などの基準が定められた 昭和 年・ 年改正、昭和 年廃止 。

国は、様々な印刷物を通して戦時中の防空対策や国家的な政策を発信・宣伝することとなる。

こうした印刷物は、戦時体制下における国民の世論・思想形成を担う重要なメディアとして

の役割があった。また、教育に関する統制も進み、戦意高揚を図る国策紙芝居や戦時下の生

活を掲載した雑誌などが多く発行された。ここでは、宇治市平和都市推進協議会寄託資料及

び当館蔵戦争関係資料の内、こうした印刷物 本・雑誌・教育紙芝居等 を中心に、その一部

を写真で紹介する。

 
『『内内務務省省推推薦薦 防防空空絵絵とときき』』

財財団団法法人人大大日日本本防防空空協協会会編編纂纂･･発発行行

昭昭和和 年年 月月

空襲に対する防空を解説した書籍。国土防空

網の解説から始まり、灯火管制の種類と効果、

住宅での灯火管制の方法、隣組の防空組織と任

務の解説など、わかりやすいようにカラーイラ

ストを中心にした内容になっている。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

『『家家庭庭防防空空』』

第第十十六六師師団団編編纂纂 国国防防思思想想普普及及会会発発行行

昭昭和和 年年

防空法が制定されて以降、防空対策

をわかりやすく図解・解説した冊子類

が多数発行された。本資料は、家庭防空

の心得や家庭、工場等の灯火管制の仕

方などを写真入りで解説している。

『『写写真真週週報報』』

内内閣閣情情報報局局編編集集･･発発行行

昭和 年 月 日

号を創刊号として、同 年

月 日号の 号･

号の合併号を最終刊とす

るまで、延べ 年と カ月刊

行された。国民精神総動員運

動のもと、戦時下の国民に報

国や団結を促す国策宣伝用雑

誌であった。
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『経済戦に打勝つ道』 昭和 年（ ） 国民精神総動員中央連盟

『大阪市隣組時報』 昭和 年（ ） 大阪市役所

『休閑地利用食糧増産農業叢書 じゃがいもの作り方 改訂版』 昭和 年（ ） 大阪市産業部

『休閑地利用食糧増産農業叢書 さつまいもの作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部庶務課

『休閑地利用食糧増産農業叢書 蔬菜病虫害の駆除予防法』 昭和 年（ ） 大阪市産業部庶務課

『休閑地利用食糧増産農業叢書 家庭菜園の手引』 昭和 年（ ） 大阪市産業部庶務課

『休閑地利用食糧増産農業叢書 胡瓜と南瓜の作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部庶務課

『休閑地利用食糧増産農業叢書 茄子とトマトの作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部

『休閑地利用食糧増産農業叢書 人参と牛蒡の作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部

『休閑地利用食糧増産農業叢書 大根と蕪菁の作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部

『休閑地利用食糧増産農業叢書 漬菜類の作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部農事課

『休閑地利用食糧増産農業叢書 ほうれん草、ちしゃ、きくなの作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部農事課

『休閑地利用食糧増産農業叢書 そらまめとゑんどうの作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部農事課

『休閑地利用食糧増産農業叢書 ねぎとたまねぎの作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部農事課

『休閑地利用食糧増産農業叢書 椎茸の栽培法』 昭和 年（ ） 大阪市産業部

『休閑地利用食糧増産農業叢書 莢豆類の作り方』 昭和 年（ ） 大阪市産業部

『空地利用 雑穀と蔬菜を作らう 大豆・南瓜・玉蜀黍・蕎麦・胡麻・穇 ひえ の作り方解説』 大政翼賛会、中央農業会、雑穀奨励会

休閑地活用月別作物栽培一覧表 大阪市生活物資局農事課

昭和 年 月に「防空法」が公布され、空襲に備える防空計画･空襲発令･防空演

習･国民参加の各種訓練などの基準が定められた 昭和 年・ 年改正、昭和 年廃止 。

国は、様々な印刷物を通して戦時中の防空対策や国家的な政策を発信・宣伝することとなる。

こうした印刷物は、戦時体制下における国民の世論・思想形成を担う重要なメディアとして

の役割があった。また、教育に関する統制も進み、戦意高揚を図る国策紙芝居や戦時下の生

活を掲載した雑誌などが多く発行された。ここでは、宇治市平和都市推進協議会寄託資料及

び当館蔵戦争関係資料の内、こうした印刷物 本・雑誌・教育紙芝居等 を中心に、その一部

を写真で紹介する。

 
『『内内務務省省推推薦薦 防防空空絵絵とときき』』

財財団団法法人人大大日日本本防防空空協協会会編編纂纂･･発発行行

昭昭和和 年年 月月

空襲に対する防空を解説した書籍。国土防空

網の解説から始まり、灯火管制の種類と効果、

住宅での灯火管制の方法、隣組の防空組織と任

務の解説など、わかりやすいようにカラーイラ

ストを中心にした内容になっている。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

『『家家庭庭防防空空』』

第第十十六六師師団団編編纂纂 国国防防思思想想普普及及会会発発行行

昭昭和和 年年

防空法が制定されて以降、防空対策

をわかりやすく図解・解説した冊子類

が多数発行された。本資料は、家庭防空

の心得や家庭、工場等の灯火管制の仕

方などを写真入りで解説している。

『『写写真真週週報報』』

内内閣閣情情報報局局編編集集･･発発行行

昭和 年 月 日

号を創刊号として、同 年

月 日号の 号･

号の合併号を最終刊とす

るまで、延べ 年と カ月刊

行された。国民精神総動員運

動のもと、戦時下の国民に報

国や団結を促す国策宣伝用雑

誌であった。
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■■ 『『写写真真週週報報』』第第 号号 昭昭和和 年年 月月 日日号号

空襲の際、火災の消火に必要な「水」や「砂」を家の規模に合わせてふだんから備え

ておく必要性を伝えている。

■■ 『『写写真真週週報報』』第第 号号 昭昭和和 年年 月月 日日号号

度の食事を隣組で共同炊事ですることにより無駄が省け、共同の精神を培うことがで

きるとされた。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『『週週刊刊少少国国民民』』朝朝日日新新聞聞社社刊刊行行

左左 第第 巻巻第第 号号 昭昭和和 年年 月月 日日号号 右右 第第 巻巻第第 号号 昭昭和和 年年 月月 日日号号

昭和 年 から小学校が国民学校に変わり、児童は「少国民」と呼ばれた。その翌年、昭和

年 に創刊された週刊雑誌。児童の兵士への憧れをあおる内容になっている。

『『航航空空少少年年』』 昭昭和和 年年 月月号号

昭和 年（ ）創刊。表紙に「さあ征かう！僕も君も空の決戦場へ」とあるように本紙では

「少年飛行兵になります」と題し、少年兵に志願するところから試験や身体測定、合格までの流

れや訓練の様子を写真で紹介している。
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■■ 『『写写真真週週報報』』第第 号号 昭昭和和 年年 月月 日日号号

空襲の際、火災の消火に必要な「水」や「砂」を家の規模に合わせてふだんから備え

ておく必要性を伝えている。

■■ 『『写写真真週週報報』』第第 号号 昭昭和和 年年 月月 日日号号

度の食事を隣組で共同炊事ですることにより無駄が省け、共同の精神を培うことがで

きるとされた。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『『週週刊刊少少国国民民』』朝朝日日新新聞聞社社刊刊行行

左左 第第 巻巻第第 号号 昭昭和和 年年 月月 日日号号 右右 第第 巻巻第第 号号 昭昭和和 年年 月月 日日号号

昭和 年 から小学校が国民学校に変わり、児童は「少国民」と呼ばれた。その翌年、昭和

年 に創刊された週刊雑誌。児童の兵士への憧れをあおる内容になっている。

『『航航空空少少年年』』 昭昭和和 年年 月月号号

昭和 年（ ）創刊。表紙に「さあ征かう！僕も君も空の決戦場へ」とあるように本紙では

「少年飛行兵になります」と題し、少年兵に志願するところから試験や身体測定、合格までの流

れや訓練の様子を写真で紹介している。
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『『ココドドモモ隣隣組組 翼翼賛賛紙紙芝芝居居物物語語』』

大大政政翼翼賛賛会会宣宣伝伝部部発発行行 昭昭和和 年年（（ ）） 月月 日日発発行行

大政翼賛会が宣伝･推奨する紙芝居の物語が 作品収録されている。紙芝居をとおして戦意高揚や団結

を伝える内容になっている。

隣隣組組かかるるたた

『『少少女女のの友友』』 昭昭和和 年年 月月号号付付録録 ままつつももととかかつつぢぢ絵絵

家族の絵柄を合わせるゲーム。「回覧板係」や「勤労奉仕」など、遊びながら隣組の仕組みを学ぶ内

容になっている。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『『村村のの飛飛行行兵兵』』

全全 枚枚 日日本本教教育育画画劇劇株株式式会会社社発発行行

昭昭和和 年年 月月

戦時中、戦意高揚を駆り立てる宣伝活動の

役割を担ったのが国策紙芝居。

同乗訓練の期間を終えて単独飛行が許さ

れ、郷里の空を飛ぶ少年飛行兵・吉田太郎と、

それを歓迎する家族、村民、国民学校の生徒

たちの物語。

■■ああるる嵐嵐のの夜夜、、太太郎郎かからら「「明明日日十十一一時時ごごろろ空空をを通通るるだだろろうう」」ととのの電電報報がが届届くく。。父父（（村村長長））はは

出出会会っったた村村民民にに「「倅倅がが乗乗っったた飛飛行行機機がが通通るる」」とと告告げげ、、噂噂はは村村中中にに広広ががるる。。

■■飛飛行行機機のの音音がが近近づづくくとと、、体体育育のの時時間間のの校校庭庭でで生生徒徒たたちちははババンンザザイイのの声声をを上上げげるる。。生生徒徒たたちち

はは「「吉吉田田君君ののおお兄兄ささんんみみたたいいにに飛飛行行兵兵ににななっってておお国国ののたためめにに働働くくんんだだ」」とと口口々々にに話話ししたた。。
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『『ココドドモモ隣隣組組 翼翼賛賛紙紙芝芝居居物物語語』』

大大政政翼翼賛賛会会宣宣伝伝部部発発行行 昭昭和和 年年（（ ）） 月月 日日発発行行

大政翼賛会が宣伝･推奨する紙芝居の物語が 作品収録されている。紙芝居をとおして戦意高揚や団結

を伝える内容になっている。

隣隣組組かかるるたた

『『少少女女のの友友』』 昭昭和和 年年 月月号号付付録録 ままつつももととかかつつぢぢ絵絵

家族の絵柄を合わせるゲーム。「回覧板係」や「勤労奉仕」など、遊びながら隣組の仕組みを学ぶ内

容になっている。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『『村村のの飛飛行行兵兵』』

全全 枚枚 日日本本教教育育画画劇劇株株式式会会社社発発行行

昭昭和和 年年 月月

戦時中、戦意高揚を駆り立てる宣伝活動の

役割を担ったのが国策紙芝居。

同乗訓練の期間を終えて単独飛行が許さ

れ、郷里の空を飛ぶ少年飛行兵・吉田太郎と、

それを歓迎する家族、村民、国民学校の生徒

たちの物語。

■■ああるる嵐嵐のの夜夜、、太太郎郎かからら「「明明日日十十一一時時ごごろろ空空をを通通るるだだろろうう」」ととのの電電報報がが届届くく。。父父（（村村長長））はは

出出会会っったた村村民民にに「「倅倅がが乗乗っったた飛飛行行機機がが通通るる」」とと告告げげ、、噂噂はは村村中中にに広広ががるる。。

■■飛飛行行機機のの音音がが近近づづくくとと、、体体育育のの時時間間のの校校庭庭でで生生徒徒たたちちははババンンザザイイのの声声をを上上げげるる。。生生徒徒たたちち

はは「「吉吉田田君君ののおお兄兄ささんんみみたたいいにに飛飛行行兵兵ににななっってておお国国ののたためめにに働働くくんんだだ」」とと口口々々にに話話ししたた。。
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『『少少年年倶倶楽楽部部』』

大正 年（ ）創刊。小学

校高学年から中学生が主な読者

であった。佐藤紅緑「あゝ玉杯

に花うけて」など著名作家の作

品や、田河水泡の漫画「のらく

ろ」を掲載し、発行部数をのば

す。戦時中は、他の雑誌と同様

に部数を減らされたが、統合さ

れずに存続し、昭和 年（ ）

まで発行された。

『『少少女女倶倶楽楽部部』』

大正 年（ ）創刊。

小学校高学年から女学校低

学年が主な読者であった。

『少女の友』とは対照的に、

歌劇の記事や写真を載せる

ことはなく、「良妻賢母」的な

人物が紹介された。昭和

年（ ）に『少女クラブ』

と名を改め、同 年まで発

行された。
『『少少女女のの友友』』

明治 年（ ）創刊。当

時雑誌は高価であったが、テレ

ビやラジオなど他に情報を得

る手段も少なく、大切に読まれ

たという。昭和に入ると、都会

的な感覚を意識した編集に加

え、魅力的な付録が人気とな

り、女学生から絶大な支持を受

けて全盛期をむかえた。戦争中

のきびしい時期を乗り越え、昭

和 年（ ） 月号まで

年間発行された。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『『主主婦婦のの友友』』

大正 年（ ）創刊。家庭の主婦の日常生活を題材にした実用的な内容が特色。戦争

中には他誌を統合し、ページ数も次第に制限されていくことになり、またカラー印刷であ

った表紙の色数も減少し、最後は黒の単色刷りとなっていった。戦後、雑誌の戦争責任を

問われ、廃刊の危機にみまわれたが、平成 年（ ） 月号を最後に休刊するまで

年間発行された。

『『婦婦人人画画報報』』

明治 年（ ）創刊。当時としてはめずらしい、大型の 判、総ページ数の半

分が石版刷りの絵と写真というビジュアルな誌面である。後に「スタイルブック」を

発行するなど、ファッション誌の性格が強まるが、昭和 年（ ）には雑誌存続の

ため「戦時女性」と改題。戦後すぐに『婦人画報』に戻し、現在も発行を続けている。
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『『少少年年倶倶楽楽部部』』

大正 年（ ）創刊。小学

校高学年から中学生が主な読者

であった。佐藤紅緑「あゝ玉杯

に花うけて」など著名作家の作

品や、田河水泡の漫画「のらく

ろ」を掲載し、発行部数をのば

す。戦時中は、他の雑誌と同様

に部数を減らされたが、統合さ

れずに存続し、昭和 年（ ）

まで発行された。

『『少少女女倶倶楽楽部部』』

大正 年（ ）創刊。

小学校高学年から女学校低

学年が主な読者であった。

『少女の友』とは対照的に、

歌劇の記事や写真を載せる

ことはなく、「良妻賢母」的な

人物が紹介された。昭和

年（ ）に『少女クラブ』

と名を改め、同 年まで発

行された。
『『少少女女のの友友』』

明治 年（ ）創刊。当

時雑誌は高価であったが、テレ

ビやラジオなど他に情報を得

る手段も少なく、大切に読まれ

たという。昭和に入ると、都会

的な感覚を意識した編集に加

え、魅力的な付録が人気とな

り、女学生から絶大な支持を受

けて全盛期をむかえた。戦争中

のきびしい時期を乗り越え、昭

和 年（ ） 月号まで

年間発行された。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『『主主婦婦のの友友』』

大正 年（ ）創刊。家庭の主婦の日常生活を題材にした実用的な内容が特色。戦争

中には他誌を統合し、ページ数も次第に制限されていくことになり、またカラー印刷であ

った表紙の色数も減少し、最後は黒の単色刷りとなっていった。戦後、雑誌の戦争責任を

問われ、廃刊の危機にみまわれたが、平成 年（ ） 月号を最後に休刊するまで

年間発行された。

『『婦婦人人画画報報』』

明治 年（ ）創刊。当時としてはめずらしい、大型の 判、総ページ数の半

分が石版刷りの絵と写真というビジュアルな誌面である。後に「スタイルブック」を

発行するなど、ファッション誌の性格が強まるが、昭和 年（ ）には雑誌存続の

ため「戦時女性」と改題。戦後すぐに『婦人画報』に戻し、現在も発行を続けている。
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